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（総合計画体系）

・

・

◇政策の概要

◇政策のコスト（千円）
予算
決算

人件費（A）
報酬（B）
年間経費(予算又は決算+A+B)

◇政策の指標

◇令和元年度の政策評価（政策の概要）

◇令和元年度の政策評価（政策の進捗・課題）
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コミュニティソーシャルワーカーの配置人数

地区社会福祉協議会の設置数

政策指標
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・民生委員・児童委員の活動支援や社会福祉審議会の開催等により、地域福祉を推進し、誰もが住み慣れた地
域で安心して生きがいを持って暮らすことができる、豊かな福祉社会の実現を目指す。
・人権啓発、人権教育や保護司会連絡協議会への支援等により、市民が相互の人権を尊重し、偏見と差別のな
い明るい社会づくりを目指す。
・社会福祉法人の認可及び指導監査等により、法人・施設の適正な運営と円滑な事業推進を図る。

＜進捗＞ 計画通り

・地域における生活上の身近な課題について協議し、地域内の各種団体、組織と協力しながら住民主体の地域福祉

活動を推進する地区社会福祉協議会の活動を支援した。

・地域福祉の担い手である（福）浜松市社会福祉協議会の活動を支援することで、更なる活動の活性化を図った。

R1
1,013,457
896,864
144,740

1,043,355

病気の発症や重症化を予防することにより、健康寿命が延びている。

◆基本政策 人と人とのつながりをつくる社会の実現

R5R4R2

⑪都市 ⑫生産・消費 ⑬気候変動 ⑯平和

・民生委員・児童委員の活動支援や社会福祉審議会の開催、多機関の協働による包括的支援体制の構築等に
より、地域福祉を推進し、誰もが住み慣れた地域で安心して生きがいを持って暮らすことができる、豊かな福祉社
会の実現を目指す。
・人権啓発、人権教育や保護司会連絡協議会への支援等により、市民が相互の人権を尊重し、偏見や差別のな
い思いやりあふれる社会づくりを目指す。
・社会福祉法人の認可及び指導監査等により、法人・施設の適正な運営と円滑な事業推進を図る。

R6

⑤ジェンダー

R3

◇関連するSDGsのゴール

福祉総務課 小田切　峰二 令和 2

①貧困

10年後の目標 地域での支え合いの仕組みづくりが進んでいる。

7 1

社会福祉総務費

「分野」 健康・福祉

30年後の姿 支え合いによって、だれもが住み慣れた地域でいつまでも安心して暮らすことができる。

政策シート （政策名） すべての人が安心していきいきと暮らすことのできる地域福祉の推進

令和2年度

（予算費目名）

（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）
001011000

③保健 ④教育 ⑩不平等②飢餓

1,096,529

年度

4,767

実績

R2 R3

946,022
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58



05 01 02 01 年 月 日

◇政策実現のために実施する事業一覧

※人工単価（千円）正規7,000 再任用(h31)3,600 再任用(h26)2,600 会計年度任用職員（人事課予算）2,800

計 1,096,529 946,022 16.9 2.1

24

25

7.1 4,767

23

21

22

20

19

18

17

16

15

0.3 0.6 507

14

13 社会福祉総務運営経費（一般
諸経費のみ）

58,394 25,027 4.3

0.1

12 プレミアム付商品券事業（低所
得者向け）

   ○

11 友愛の福祉基金積立金 10,980 10,000 0.1

10 生活困窮者自立支援事業 162,299 154,039 0.7 1.2

9 法外援護事業 7,680 6,280 0.2

0.8 3,200

8 中国残留邦人等支援事業 43,929 42,849 0.3

7 戦没者遺家族等援護事業 14,029 7,949

3.0 215

6 指導監査事業 38,273 473 5.0 1.0

5 人権啓発事業 63,945 34,330 3.0

0.5

3 避難行動要支援者システム管

理運用事業
3,535 1,575 0.2

4 福祉施設運営事業 194,552 181,952 1.6

2 地域福祉推進事業  ○○ 1.5 0.6

0.11 民生委員・児童委員事業

0.2

報酬
（千円）再任用

(31h)
再任用

(26h)
会計年度
（人事課）

コスト
（千円）

事業費
（千円）

人工

正規

331,988 317,129

166,925 164,419 0.3 46

0.5 799

事業名

総
合
戦
略

重
点
戦
略

主
要
事
業

完
了

福祉総務課 小田切　峰二 令和 7 1
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

001011000令和2年度 2



05 01 02 01 01 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇SDGsとの関連
・関連するゴール

・事業とゴールの関連性

⑨イノベーション

・民生委員・児童委員の人材育成、活動支援を通じ、要支援者等に対する見守り・支援活動の充実を図るととも
に、財政リスクからの保護を達成する等福祉を促進するもの。【貧困・保健】
・民生委員・児童委員と協力し、児童虐待防止等の啓発を進め、子どもに対する虐待を撲滅する。【平和】

⑧成長・雇用 ⑰実施手段
⑦エネルギー ⑯平和 ○ 16.2
⑥水・衛生 ⑮陸上資源
⑤ジェンダー ⑭海洋資源
④教育 ⑬気候変動
③保健 ○ 3.8 ⑫生産・消費
②飢餓 ⑪都市

ゴール ターゲット ゴール ターゲット
①貧困 ○ 1.3 ⑩不平等

再任用(h26)
0.3 0.1

人工

正規 0.3 0.3
再任用(h31)

人件費　(千円) 3,180 2,460

会計年度任用職員(人事課予算)

人件費(報酬等) (千円) 81 46
一般会計繰入金
一般財源 163,818 164,419
その他
市債

国・県支出

事業費(千円) 予算 170,469 164,419

－ －

R1 R2 R3 R4 R5 R6

S55 - 一般会計 自治事務（その他） 民生委員法等 －

決算 163,818

民生委員法に基づき活動する民生委員・児童委員を支援することにより、より良い活動環境を整え、地域福祉の
増進を図る。

・浜松市民生委員児童委員協議会、区民生委員児童委員協議会（7区）、地区民生委員児童委員協議会（53地
区）の活動に対し負担金及び補助金を交付する。
・民生委員・児童委員の資質・知識・技術の向上を図るため、各種研修会を開催する。その他、民生委員・児童委
員の活動を支援する。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

7 1

事業シート （事業名） 民生委員・児童委員事業

令和2年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

001011000 福祉総務課 小田切　峰二 令和 2



05 01 02 01 01 年 月 日

◇事業の指標（R4：重点戦略最終年度、R6：総合戦略・基本計画最終年度）

◇令和元年度の事業評価

・令和元年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

・浜松市民生委員児童委員協議会、区民生委員児童委員協議会（7区）、地区民生委員児童委員協議会（53地
区）の活動に対し負担金及び補助金を交付する。
・民生委員・児童委員の資質・知識・技術の向上を図るため、各種研修会を開催する。その他、民生委員・児童委
員の活動を支援する。
・民生委員・児童委員の一斉改選に係る事務手続きを行う。

指標の達成度

計画通り

・民生委員・児童委員定数に対する充足率に関しては、概ね目標を達成したので、来年度も引き続き現状の高水
準を維持するように働きかけを行っていく。（令和2年3月1日現在で98.0％）
・民生委員・児童委員研修会（１期目、２期目以上、地区正副会長、主任児童委員等を対象）を実施し、民生委
員・児童委員の資質向上を図ることにより、地域における民生委員・児童委員活動を浸透することができた。
・令和元年度の一斉改選に伴い、定数など現状に合った見直しを行い、令和元年度に定数条例の改正を行った
が、充足率については、3年前の一斉改選時よりも上がり、目標の98%を達成することができた。

実績値

目標値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

目標値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

目標値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

目標値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値 98 98
目標値 98 98 98 98 98 98 98

民生委員・児童委員定数に対する充足率（％） -
年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

福祉総務課 小田切　峰二 令和 2 7 1令和2年度 （管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）
001011000



・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/ 現状 人工 現状

・経済不安による生活保護世帯の増加、子どもが被害者となる事件・事故の頻発、災害時の避難行動要支援者
に対する避難支援など、民生委員・児童委員の活動は、今後ますます重要になることから、継続して支援を行う
必要がある。
・なり手不足の問題もある中で、業務の内容を精査し、見直しを行い負担軽減を図っていく。
・各区社会福祉課とも連携を図り、できる限り地区民児協等にも出席し、民生委員の声に耳を傾ける。

拡大 人工 拡大

・民生委員の一斉改選の時期であったため、各区社会福祉課と連携をしながら、地域の自治会の協力依頼をす
るなど、前回以上の充足率を目指して取り組んだ。

大項目 改善 小項目 収集・分析 その他 事業費

大項目 改善 小項目 その他 事業費



05 01 02 01 02 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇SDGsとの関連
・関連するゴール

・事業とゴールの関連性

高齢や障害などで支援が必要となっても、幅広い市民の参加により相互に支え合うことによって、誰もが住み慣
れた地域で自分らしく安心して暮らせる福祉社会の構築を図る。
また、社会福祉功績者に対する表彰、社会福祉大会や社会福祉審議会の開催など、福祉に係る諸施策の調整
を行い、円滑な運営を支援することにより社会福祉の推進を図る。

【R1-R4重点戦略項目№106、107】
・地区社会福祉協議会活動支援事業…地区社会福祉協議会（以下「地区社協」という。）の設立促進、ボランティ
アコーナーの整備
【R1-R4重点戦略項目№26、128】
・浜松市社会福祉協議会が高齢者の地域活動や生涯学習等の情報を集約し、必要な情報提供や相談を実施す
る窓口を設置
・地域福祉活動推進事業…コミュニティソーシャルワーカーの配置（以下「CSW」という。）
・浜松市社会福祉協議会活動助成事業（補助金）…（福）浜松市社会福祉協議会（以下「市社協」という。）の活動
を支援する。また、CSWの配置及びその活動を財政的に支援する。
・日常生活自立支援助成事業（補助金）…市社協が実施する日常生活自立支援事業を支援する。
・地域福祉活動推進事業…地域福祉計画リーディングプロジェクトの推進、多機関の協働による包括的支援体制
の構築、ボランティア団体活動促進事業の実施、浜松市社会福祉大会の開催、浜松市社会福祉審議会の開催、
福祉有償運送運営協議会の開催。
・成年後見制度利用促進事業…成年後見制度利用促進にむけて、市社協が行う相談事業、普及啓発事業に対
する支援と成年後見制度利用促進連絡会の開催。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分

7 1

事業シート （事業名） 地域福祉推進事業　

令和2年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

001011000 福祉総務課 小田切　峰二 令和 2

根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

事業費(千円) 予算 293,438 317,129

○ ○

R1 R2 R3 R4 R5 R6

S26 - 一般会計
法定受託事務

自治事務（法令義務）
自治事務（その他）

社会福祉法、浜松市社会福
祉審議会条例等

－

決算 283,249

その他 632 614
市債

国・県支出 27,436 29,148

人件費(報酬等) (千円) 307 799
一般会計繰入金 90,000 167,000
一般財源 165,181 243,367

人件費　(千円) 14,600 14,060

人工

正規 1.8
0.4 0.6

再任用(h26)
再任用(h31)

1.5

会計年度任用職員(人事課予算) 0.2 0.5

②飢餓 ⑪都市 ○ 11.5、11.7

ゴール ターゲット ゴール ターゲット
①貧困 ○ 1.3、1.5 ⑩不平等

④教育 ⑬気候変動
③保健 ○ 3.4 ⑫生産・消費

⑥水・衛生 ⑮陸上資源
⑤ジェンダー ⑭海洋資源

⑧成長・雇用 ⑰実施手段
⑦エネルギー ⑯平和

⑨イノベーション

・貧困層及び脆弱層に対する地域の助け合い及び、相談支援機関が連携強化することで、必要な際に必要な支援を受けるこ
とができる包括的な支援体制を構築する。【貧困】
・地域住民主体のサロン活動や家事支援活動を活発化することで、支え手、支えられ手相互の保健・福祉を充実する。【保
健】
・地域住民主体の活動を支援することで、誰もが住みやすい地域づくりを推進する。【都市】



05 01 02 01 02 年 月 日

◇事業の指標（R4：重点戦略最終年度、R6：総合戦略・基本計画最終年度）

◇令和元年度の事業評価

・令和元年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

令和2年度 （管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）
001011000

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

福祉総務課 小田切　峰二 令和 2 7 1

地区社会福祉協議会の設置数（団体） - 106
年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値 58 58 58 58 58 58 58

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値 54 55

コミュニティソーシャルワーカーの配置人数（人） -
年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値 14 14 14 14 14 14 14

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値 10 12

地域ボランティアコーナー開設数（か所） 107
年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値 58 58 58 58 58 58 58

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値 46 47

相談窓口における高齢者の「いきがい相談」に関する相談件数（件） 26,128
年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値 50 500 500 500 500 500

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値 560

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

実績値

・地区社会福祉協議会活動支援事業…地区社協の設立促進、ボランティアコーナーの整備
・地域福祉活動推進事業…コミュニティソーシャルワーカーの配置
・浜松市社会福祉協議会活動助成事業（補助金）…市社協の活動を支援する。
・日常生活自立支援助成事業（補助金）…市社協が実施する日常生活自立支援事業を支援する。
・地域福祉活動推進事業…地域福祉計画リーディングプロジェクトの推進、ボランティア団体活動促進事業の実
施、浜松市社会福祉大会の開催、浜松市社会福祉審議会の開催、福祉有償運送運営協議会の開催。
・成年後見制度利用促進事業…成年後見制度利用促進にむけて、市社協が行う相談事業、普及啓発事業に対
する支援と成年後見制度利用促進連絡会の開催。

指標の達成度

遅れている

・地区社協が未設立の地区に対しては、CSWや市社協地区センターから自治会に対し情報提供を行うなど働き
かけたが、設立には至っていない。引き続き自治会や地域住民に対し地域福祉について意識啓発を行い、地区
社協設立に向けた機運の高まりにつなげる必要がある。
・CSWの配置については、目標14人に対し12人の配置となった。平成28年度から市社協に実施主体を移行し、地
区社協の活動支援強化やこれまで相談・支援につながっていなかった要援護者への対応を行った。市は負担金
を交付し、活動を支援した。
・地域ボランティアコーナーは、1地区で新たに開設したが目標は達成できなかったため、引き続き未設置の地区
における開設を目指して地区社協や施設との調整を進める必要がある。
・市社協が行う公的制度や民間サービスでは対応しがたい福祉ニーズへの取り組みなどを支援することで、地域
福祉の推進を図ることができた。



・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

拡大 人工 現状

・CSW配置については、市委託事業から市社協を実施主体とする事業へと移行したことにより、民間主体による
事業実施範囲を拡大した。市は負担金の交付により事業実施を支援した。また、CSW12人配置により、各地区に
おける地域支援の拡充を図った。

大項目 改善 小項目 収集・分析 業務改善 事業費

大項目 改善 小項目 収集・分析 業務改善 事業費

拡大 人工 現状

・CSW配置支援事業では、14人配置の目標に向け、引き続き国庫補助金の申請を行い、必要な人件費及び活動
費の財政的支援を行う。
・地区社協についても補助金については、地域の実態に応じて、引き続き協議を重ねながら制度の改善を図る。
・国が示す地域共生社会の実現のため、市における「我が事・丸ごと」事業への取組について、相談支援包括化
推進員を配置し、CSWと連携しつつ、複雑化した課題を抱える家庭等に対する相談支援体制の強化を図る。



05 01 02 01 02 年 月 日

◇【R1～R4】事業工程表（No.：重点戦略項目No）

福祉総務課 小田切　峰二 令和 2 7 1令和2年度 （管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）
001011000

補助シート （事業名）地域福祉推進事業　

No. R1 R2 R3 R4

106

・浜松市社会福祉協議会と
連携し、住民懇談会等地
域の合意形成に向けた調
整を支援する
・未設立地区について、設
立準備会を立ち上げる

　　合計58団体設置

・浜松市社会福祉協議会と
連携し、住民懇談会等地
域の合意形成に向けた調
整を支援する
・未設立地区について、設
立準備会を立ち上げる

　　　合計58団体設置

・浜松市社会福祉協議会と
連携し、住民懇談会等地
域の合意形成に向けた調
整を支援する
・未設立地区について、設
立準備会を立ち上げる

　　　合計58団体設置

・浜松市社会福祉協議会と
連携し、住民懇談会等地
域の合意形成に向けた調
整を支援する
・未設立地区について、設
立準備会を立ち上げる

　　　合計58団体設置

107

・地域ボランティアコーナー
未設置地区の地区社協に
対して、設置の働きかけを
行う
・新規設置については、運
営主体となる地区社協との
協議のうえ進める

　　　合計58か所設置

・地域ボランティアコーナー
未設置地区の地区社協に
対して、設置の働きかけを
行う
・新規設置については、運
営主体となる地区社協との
協議のうえ進める

　　　合計58か所設置

・地域ボランティアコーナー
未設置地区の地区社協に
対して、設置の働きかけを
行う
・新規設置については、運
営主体となる地区社協との
協議のうえ進める

　　　合計58か所設置

・地域ボランティアコーナー
未設置地区の地区社協に
対して、設置の働きかけを
行う
・新規設置については、運
営主体となる地区社協との
協議のうえ進める

　　　合計58か所設置

26
128

・浜松市社会福祉協議会
が行う「福祉なんでも相談」
で高齢者の「生きがい相
談」として、相談や必要な
情報提供をする
・市社協が利用者ニーズに
合った情報収集を行い、市
は広報はままつなどで窓
口を周知する

　　相談件数50件

・浜松市社会福祉協議会
が行う「福祉なんでも相談」
で高齢者の「生きがい相
談」として、相談や必要な
情報提供をする
・市社協が利用者ニーズに
合った情報収集を行い、市
は広報はままつなどで窓
口を周知する

　　相談件数75件

・浜松市社会福祉協議会
が行う「福祉なんでも相談」
で高齢者の「生きがい相
談」として、相談や必要な
情報提供をする
・市社協が利用者ニーズに
合った情報収集を行い、市
は広報はままつなどで窓
口を周知する

　　相談件数100件

・浜松市社会福祉協議会
が行う「福祉なんでも相談」
で高齢者の「生きがい相
談」として、相談や必要な
情報提供をする
・市社協が利用者ニーズに
合った情報収集を行い、市
は広報はままつなどで窓
口を周知する

　　相談件数125件



05 01 02 01 03 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇SDGsとの関連
・関連するゴール

・事業とゴールの関連性

7 1

事業シート （事業名） 避難行動要支援者システム管理運用事業

令和2年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

001011000 福祉総務課 小田切　峰二 令和 2

災害対策基本法が一部改正され、災害時に支援を要するもの（要支援者）の名簿策定が市町村に義務付けられ
たことを受け、住民記録や障害者等の個別システムともリンクした一元的なシステムの管理運営を行う。

住民基本台帳、個別システムとリンクした避難行動要支援システムの管理等を行う。

・システム利用課の利用権限や、マスタ等について適宜管理。
・リンクするシステムとのデータ連携管理、異動者のデータ管理処理。
・遠隔地保管データカートリッジ交換等のバックアップ作業。
・システム保守委託契約やシステム機器等賃貸借契約の締結、支払い。
・各種関係課との運営方法等の調整。
・令和3年度にシステム更新時期を迎えるため、関係課と協議・調整を行う。

－

開始年度 終了予定 会計区分

市債
国・県支出

人件費(報酬等) (千円)

事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

事業費(千円) 予算 1,789 1,575

－ －

R1 R2 R3 R4 R5 R6

H26 一般会計 自治事務（法令義務） 災害対策基本法 －

決算 1,591

その他
一般財源 1,591 1,575

再任用(h31) 0.1

一般会計繰入金

人件費　(千円) 2,040 1,960

会計年度任用職員(人事課予算) 0.1 0.2
再任用(h26)人工

正規 0.2 0.2

②飢餓 ⑪都市 ○ 11.5

ゴール ターゲット ゴール ターゲット
①貧困 ○ 1.5 ⑩不平等

④教育 ⑬気候変動 ○ 13.1
③保健 ⑫生産・消費

⑥水・衛生 ⑮陸上資源
⑤ジェンダー ⑭海洋資源

⑧成長・雇用 ⑰実施手段
⑦エネルギー ⑯平和

⑨イノベーション

・平常時から地域における貧困層や脆弱な立場にある人々への支援体制を充実させ、死者や被災者数の削減を
目指す。【貧困】【都市】
・地域内の助け合いの体制を構築することで、災害に対する強靭性を強化する。【気候変動】



05 01 02 01 03 年 月 日

◇事業の指標（R4：重点戦略最終年度、R6：総合戦略・基本計画最終年度）

◇令和元年度の事業評価

・令和元年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

令和2年度 （管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）
001011000

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

福祉総務課 小田切　峰二 令和 2 7 1

-
年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

実績値

住民基本台帳、個別システムとリンクした避難行動要支援システムの管理等を行う。

・システム利用課の利用権限や、マスタ等について適宜管理。
・リンクするシステムとのデータ連携管理、異動者のデータ管理処理。
・遠隔地保管データカートリッジ交換等のバックアップ作業。
・システム保守委託契約やシステム機器等賃貸借契約の締結、支払い。
・各種関係課との運営方法等の調整。

指標の達成度

計画通り

・災害時に避難支援を必要とする避難行動要支援者の名簿システムの管理運営を適正に行った。



・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

縮小 人工 現状

・平成26年度にシステム導入を行い、平成27年度本格稼働となった。管理運営の面としては、問題なく業務を行
えた。

大項目 改善 小項目 情報発信 業務改善 事業費

大項目 現状 小項目 事業費

縮小 人工 現状

・継続して適正なシステム管理を行い、平常時から情報を開示することを同意した人については、地域の支援者
に名簿情報を提供することで、災害時に適正な避難支援に役立てる。
・事務の効率化を図るため、随時、必要なシステム改修の検討を実施していく。



05 01 02 01 04 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇SDGsとの関連
・関連するゴール

・事業とゴールの関連性

7 1

事業シート （事業名） 福祉施設運営事業　　

令和2年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

001011000 福祉総務課 小田切　峰二 令和 2

福祉サービスを提供する場やボランティア活動の拠点施設として設置した福祉施設を管理運営することにより、地
域福祉を推進する。

①福祉交流センター管理運営事業　　　　　　　　④春野福祉センター管理運営事業
②浜北社会福祉会館管理運営事業　　　　　 　  ⑤施設整備事業
③三ヶ日総合福祉センター管理運営事業

・指定管理者による管理運営
　　指定管理者制度による適正な管理運営を行う。
・指定管理者の事後評価
　　指定管理者選定会議による事後評価を行う。
・浜松市福祉交流センターオルガン定期演奏会等の実施
　　オルガンによる定期演奏会等を開催し、施設の有効利用を図る。
・施設整備の実施
　　福祉施設の整備工事を実施する。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

事業費(千円) 予算 162,011 181,952

－ －

R1 R2 R3 R4 R5 R6

S58 - 一般会計 自治事務（その他）
浜松市福祉交流センター条例

等
－

決算 150,727

その他 3,336 118,147
市債

国・県支出

人件費(報酬等) (千円)
一般会計繰入金
一般財源 147,391 63,805

人工

正規 1.7 1.6
再任用(h31)

人件費　(千円) 11,900 12,600

会計年度任用職員(人事課予算) 0.5
再任用(h26)

②飢餓 ⑪都市

ゴール ターゲット ゴール ターゲット
①貧困 ⑩不平等 ○ 10.3

④教育 ○ 4.7 ⑬気候変動 ○ 13.3
③保健 ⑫生産・消費

⑥水・衛生 ⑮陸上資源
⑤ジェンダー ⑭海洋資源

⑧成長・雇用 ⑰実施手段
⑦エネルギー ⑯平和

⑨イノベーション

・浜松市福祉交流センターで行っているオルガン定期演奏会等、施設で行う事業を通じ、「すべての人に包摂的か
つ公正な質の高い教育を確保し、生涯学習の機会を促進する」【教育】
・施設利用の平等性を確保することで、「各国内及び各国間の不平等を是正する」【不平等】
・節電や冷暖房温度の適正化を促すことにより、「気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を講じる」
【気候変動】



05 01 02 01 04 年 月 日

◇事業の指標（R4：重点戦略最終年度、R6：総合戦略・基本計画最終年度）

◇令和元年度の事業評価

・令和元年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

令和2年度 （管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）
001011000

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

福祉総務課 小田切　峰二 令和 2 7 1

福祉交流センター利用者満足度アンケートの平均点（点） -
年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値 4.0 4.0 4.0 4.0 4.1 4.1 4.2

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値 3.9 3.9

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

実績値

①福祉交流センター管理運営事業　　　　　　　　④春野福祉センター管理運営事業
②浜北社会福祉会館管理運営事業　　　　　 　  ⑤施設整備事業
③三ヶ日総合福祉センター管理運営事業

・指定管理者による管理運営
　　指定管理者制度による適正な管理運営を行う。
・指定管理者の事後評価
　　指定管理者選定会議による事後評価を行う。
・浜松市福祉交流センターオルガン定期演奏会等の実施
　　オルガンによる定期演奏会等を開催し、施設の有効利用を図る。
・施設整備の実施
　　福祉施設の整備工事を実施する。

指標の達成度

計画通り

・福祉交流センターの利用者アンケートにおいて、「職員の態度・対応」、「施設の使いやすさ」、「施設管理・清
掃」、「行事案内のわかりやすさ」の4項目全てで、「大変満足」および「満足」の回答を概ね7割の方にいただいた。
平均点も5点満点で3.9点となっており、高評価が多いだけでなく低評価も少ない。特に「施設管理・清掃」について
は、「大変満足」および「満足」の回答を78.9％の方にいただいている。



・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

現状 人工 現状
・指定管理者により各施設の施設管理運営を行い、福祉関係団体をはじめとした市民の誰もが気軽に利用でき、福祉サービ
スを提供する場及びボランティア活動の拠点施設としての役割を果たしている。
・福祉交流センターにおいて、オルガン演奏会等を開催し、施設の有効利用を図ることができた。
・福祉交流センター修繕計画工事について、屋根防水改修工事を実施して施設の長寿命化につなげるとともに、防火シャッ
ター修繕工事を行い利用者の安全を確保し、湯沸かし器を更新するなど利用者の利便性の向上を図った。

大項目 改善 小項目 改修・更新 その他 事業費

大項目 改善 小項目 改修・更新 その他 事業費

拡大 人工 現状
・施設の老朽化に伴い、改修が必要な箇所が増えてきている。
・福祉交流センターにおいては、福祉政策の拠点でもあることから、工事完了後10年は再度休館しないことを前提に、修繕計画を変更して令
和3年7月から翌令和4年7月までの13ヵ月間において、休館を伴う大規模改修工事を行う予定である。また、計画修繕時期を待たず、必要な
箇所は、利用者への影響を最小限に留めたうえで、適宜最善な修繕等を行っていく。
・今後も指定管理者への指導を通じて、サービスの向上に努めるとともに、更なる施設利用の促進を図る。



05 01 02 01 05 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇SDGsとの関連
・関連するゴール

・事業とゴールの関連性

7 1

事業シート （事業名） 人権啓発事業

令和2年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

001011000 福祉総務課 小田切　峰二 令和 2

市民の人権に関する意識の向上を図ることにより、お互いの人権を尊重したまちづくりを推進し、人権尊重意識が
定着した思いやりあふれる社会の実現を目指す。

①人権啓発・教育事業
・市民が気軽に参加できる人権啓発イベント及び人権啓発絵本の作成など啓発活動を実施する。
・地域ふれあい講座、人権教育指導者研修会の開催等により人権教育の充実を図る。
・住宅新築資金等貸付金の償還事務を行う。
②浜松市保護区保護司会連絡協議会支援事業（補助金）
・「社会を明るくする運動」の実施及び連絡協議会が実施する事業について補助金を交付する。
③浜松人権擁護委員協議会支援事業（負担金）
・浜松人権擁護委員協議会が実施する事業について、一定の割合に応じて負担する。
④静岡県人権・地域改善推進会浜松支部助成事業（補助金）
・静岡県人権・地域改善推進会浜松支部が実施する事業について補助金を交付する。
⑤福祉館運営事業
・各種講座、地域住民交流研修会、会館まつりの開催及び福祉館の適正な管理運営等を行う。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

事業費(千円) 予算 24,330 34,330

－ －

R1 R2 R3 R4 R5 R6

H11 - 一般会計 自治事務（その他）
人権教育及び人権啓発の推
進に関する法律第5条等

－

決算 22,811

その他 885 914
市債

国・県支出 8,184 20,733

人件費(報酬等) (千円) 392 215
一般会計繰入金
一般財源 13,742 12,683

1.0
人工

正規 3.0 3.0
再任用(h31)

人件費　(千円) 30,200 29,400

会計年度任用職員(人事課予算) 2.0 3.0
再任用(h26)

②飢餓 ⑪都市

ゴール ターゲット ゴール ターゲット
①貧困 ⑩不平等 ○ 10.2

④教育 ○ 4.7 ⑬気候変動
③保健 ⑫生産・消費

⑥水・衛生 ⑮陸上資源
⑤ジェンダー ○ 5.1 ⑭海洋資源

⑧成長・雇用 ⑰実施手段
⑦エネルギー ⑯平和

⑨イノベーション

・地域ふれあい講座、人権教育指導者研修会の開催等により人権教育の充実を図ることで、持続可能な開発を
促進するために必要な知識及び技能を習得できるようにする。【教育】
・人権啓発事業を通じて、あらゆる形態の差別を撤廃するとともに、様々な状況に関わりなく、すべての人々の能
力強化及び社会的、経済的及び政治的な包含を促進する。【ジェンダー・不平等】



05 01 02 01 05 年 月 日

◇事業の指標（R4：重点戦略最終年度、R6：総合戦略・基本計画最終年度）

◇令和元年度の事業評価

・令和元年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

令和2年度 （管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）
001011000

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

福祉総務課 小田切　峰二 令和 2 7 1

市民アンケート市政の満足度評価（人権を尊重したまちづくり）の「満足＋やや満足」の合計数値（％） -
年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値 16 17 17 17 18 19 20

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値 11.3 12.2

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

実績値

①人権啓発・教育事業
・人権フェスティバルや気軽に参加できる人権啓発イベント及び人権啓発用絵本作成など啓発活動を実施する。
・地域ふれあい講座、人権教育指導者研修会の開催等により人権教育の充実を図る。
・住宅新築資金等貸付金の償還事務を行う。
②浜松市保護区保護司会連絡協議会支援事業（補助金）
・「社会を明るくする運動」の実施及び連絡協議会が実施する事業について補助金を交付する。
③浜松人権擁護委員協議会支援事業（負担金）
・浜松人権擁護委員協議会が実施する事業について、一定の割合に応じて負担する。
④静岡県人権・地域改善推進会浜松支部助成事業（補助金）
・静岡県人権・地域改善推進会浜松支部が実施する事業について補助金を交付する。
⑤福祉館運営事業
・各種講座、地域住民交流研修会、会館まつりの開催及び福祉館の適正な管理運営等を行う。

指標の達成度

遅れている

市民アンケートの人権を尊重したまちづくり（人権啓発の取り組み）に対する満足度（満足とやや満足の合計）が
12.2と前年度の11.3から0.9ポイント上昇した。平成29年度から少しずつ上昇しているが目標値の20へ到達するに
は遅れている。



・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

現状 人工 現状

・啓発イベント（人権フェスティバルや夏祭り）参加者に実施したアンケート結果からは、人権についての関心や理
解が深まったという割合は80％以上であった。
・一般企業や学校から依頼があった出前講座では、高い評価を得ることができた。

大項目 改善 小項目 収集・分析 事業費

大項目 改善 小項目 収集・分析 事業費

現状 人工 現状

・啓発イベント・講座等で実施するアンケート結果を分析し、テーマ設定や講座開催方法に生かしていく。
・令和2年度からの第2次人権施策推進計画に基づき、意識調査の結果や市民の方々からの意見を踏まえ、より
効果的な啓発活動を進めていく。



05 01 02 01 06 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇SDGsとの関連
・関連するゴール

・事業とゴールの関連性

7 1

事業シート （事業名） 指導監査事業　　　　　

令和2年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

001011000 福祉総務課 岡部　真由美 令和 2

浜松市内の社会福祉法人及び社会福祉施設に対し、関係法令及び通知が求める最低基準の遵守状況を定期的
に監査し、権限に基づいた改善指導を実施することにより、法人・施設の適正な運営と円滑な事業推進を図り、福
祉サービスの向上を促進する。

・社会福祉法人の設立、解散、合併及び定款変更の認可
・社会福祉法人、社会福祉施設等に対する指導監査の実施

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

事業費(千円) 予算 473 473

－ －

R1 R2 R3 R4 R5 R6

H8 ― 一般会計
法定受託事務

自治事務（法令義務）
自治事務（その他）

社会福祉法第56条等 －

決算 286

その他
市債

国・県支出

人件費(報酬等) (千円)
一般会計繰入金
一般財源 286 473

人工

正規 5.0 5.0
再任用(h31)

人件費　(千円) 37,800 37,800

会計年度任用職員(人事課予算) 1.0 1.0
再任用(h26)

②飢餓 ⑪都市

ゴール ターゲット ゴール ターゲット
①貧困 ⑩不平等

④教育 ⑬気候変動
③保健 ⑫生産・消費

⑥水・衛生 ⑮陸上資源
⑤ジェンダー ⑭海洋資源

⑧成長・雇用 ⑰実施手段
⑦エネルギー ⑯平和

⑨イノベーション



05 01 02 01 06 年 月 日

◇事業の指標（R4：重点戦略最終年度、R6：総合戦略・基本計画最終年度）

◇令和元年度の事業評価

・令和元年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

令和2年度 （管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）
001011000

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

福祉総務課 岡部　真由美 令和 2 7 1

１実施対象の平均指摘数（件） -
年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値 2.9 2.8 2.8 2.7 2.7 2.6 2.5

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値 1.8 2.13

指摘総数に対する改善指摘の率（％） -
年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値 7 6 5 4 3 3 3

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値 9.5 10.9

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

実績値

・社会福祉法人の設立、解散、合併及び定款変更の認可
・社会福祉法人、社会福祉施設等に対する指導監査の実施

指標の達成度

遅れている

・指導監査を実施した219箇所の法人・施設に対し、467件の指摘を行った。
・事業の指標（1実施対象の平均指摘数）における平均指摘数は減少し目標を達成できた。前回の監査時におけ
る丁寧な説明、電話相談等、法人・施設等に対する指導に取り組んだ結果、平均指摘数は減少したと推測され
る。
・事業の指標（指摘総数に対する改善指摘の率）は上昇し目標値を達成できなかった。改善指摘率の低下に向
け、指導監査及び指導監査説明会(今年度は開催を見送り、資料を配付して対応する。）等を通じ、制度の理解を
促進していく。



・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

現状 人工 縮小

・法令や国通知等の定めに基づき、当初計画どおり業務を遂行した。
・指導監査の実施に関する事務について、正規職員（1人工）から非常勤職員（1人工）にした。

大項目 現状 小項目 - 事業費

大項目 改善 小項目 非常勤・再任用 事業費

現状 人工 現状

・令和元年度の結果等を基に策定した令和２年度の指導監査方針等に基づき、業務を遂行する。



05 01 02 01 07 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇SDGsとの関連
・関連するゴール

・事業とゴールの関連性

7 1

事業シート （事業名） 戦没者遺家族等援護事業

令和2年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

001011000 福祉総務課 小田切　峰二 令和 2

戦没戦災死者遺家族、戦傷病者等の援護を目的に必要な事務を行う。

①戦没者の遺族に対する各種制度の申請受付、県進達事務費等の援護に係る事務を行う。
②旧軍人遺家族等援護事業
　・中国からの帰国者に対し慰労金交付を行う。
　・太平洋戦争で空襲・艦砲射撃・原爆により負傷・被爆を受けた民間の戦災障害者に対し、特別の慰藉を
　　表すため、援護見舞金を支給する。
　・これらの団体に対し補助金を支出し活動支援を行う。
③戦没者追悼平和祈念式開催事業
　・「戦没者を追悼し平和を祈念する日」（閣議決定S57.4.13）である8月15日に、先の大戦において亡くなられた
方々を追悼し平和を祈念する式典を開催する。
　・R2年度は、戦後75年の年となるため、オープニングコーラスにゲストとして歌手を招くなど、内容を充実させて
開催する。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

事業費(千円) 予算 6,141 7,949

－ －

R1 R2 R3 R4 R5 R6

H17 ー 一般会計
法定受託事務
自治事務（その他）

戦傷病者特別援護法、恩給
法等

－

決算 5,167

その他
市債

国・県支出

人件費(報酬等) (千円) 3,200
一般会計繰入金
一般財源 5,167 7,949

0.9 0.8
人工

正規
再任用(h31)

人件費　(千円) 3,240 2,880

会計年度任用職員(人事課予算)

再任用(h26)

②飢餓 ⑪都市

ゴール ターゲット ゴール ターゲット
①貧困 ⑩不平等

④教育 ⑬気候変動
③保健 ⑫生産・消費

⑥水・衛生 ⑮陸上資源
⑤ジェンダー ⑭海洋資源

⑧成長・雇用 ⑰実施手段
⑦エネルギー ⑯平和 ○ 16.7

⑨イノベーション

・戦没者追悼平和祈念式典等を始めとする戦没者遺家族援護事業を通じて、持続可能な開発のため
の平和で包摂的な社会を促進する。【平和】



05 01 02 01 07 年 月 日

◇事業の指標（R4：重点戦略最終年度、R6：総合戦略・基本計画最終年度）

◇令和元年度の事業評価

・令和元年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

令和2年度 （管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）
001011000

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

福祉総務課 小田切　峰二 令和 2 7 1

戦災遺族会等による語り部事業開催回数（※H28から戦没遺族会も開催） -
年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値 15 15 15 15 15 15 15

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値 25 12

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

実績値

①戦没者の遺族に対する各種制度の申請受付、県進達事務費等の援護に係る事務を行う。
②旧軍人遺家族等援護事業
　・中国からの帰国者に対し慰労金交付を行う。
　・太平洋戦争で空襲・艦砲射撃・原爆により負傷・被爆を受けた民間の戦災障害者に対し、特別の慰藉を
　　表すため、援護見舞金を支給する。
　・これらの団体に対し補助金を支出し活動支援を行う。
③戦没者追悼平和祈念式開催事業
　・「戦没者を追悼し平和を祈念する日」（閣議決定S57.4.13）である8月15日に、先の大戦において亡くなられた
方々を追悼し平和を祈念する式典を開催する。

指標の達成度

計画通り

・上記の事業を行うことにより、戦傷病者、戦没者遺族及び被爆者等の援護を図ることができた。
・戦没者追悼平和祈念式は、昨年に引き続き公募によるオープニングコーラスを行い、コーラスと式典の隙間時間
に司会者による戦争体験文集の朗読を行った。参列者は700人程度で、昨年度と比較して減少したものの、戦没
者を追悼するにふさわしい式典となった。



・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

現状 人工 現状

・戦傷病者、戦没者遺族及び被爆者等に対する援護に関して、必要な事務を行うことができた。
・戦没者追悼平和記念式については、年々参列者の高齢化等に伴い減少しているため、若い世代にも継承できる
ような内容の見直しが必要。

大項目 改善 小項目 業務改善 情報発信 事業費

大項目 現状 小項目 - - 事業費

拡大 人工 現状

・戦後74年が経過し、遺族が高齢化している中で、戦争の悲惨さや平和の尊さを次世代へ伝承していくことの重要
性が高まっていることから、若い世代も参加できるよう戦没者追悼平和祈念式の内容を工夫する。



05 01 02 01 08 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇SDGsとの関連
・関連するゴール

・事業とゴールの関連性

7 1

事業シート （事業名） 中国残留邦人等支援事業

令和2年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

001011000 福祉総務課 小田切　峰二 令和 2

　中国残留邦人等に対し、地域における生活支援など、老後の生活を安定させ地域での生き生きとした暮らしを
実現するための支援を行う。
　また老後の生活安定を図るため、満額の老齢基礎年金等の支給を受けても世帯の収入が一定の基準に満たな
い場合に、従来の生活保護に変わる支援給付を行う。

１　地域社会における生活支援事業（通訳の支援、自立相談の実施、就労相談の実施）
　（１）中国残留邦人等の日常生活上の相談、公共機関等のサービス利用時の通訳、就労のための相談等を行
い、安心した生活が送れるよう、自立支援通訳等を派遣する。

２　老齢年金を補完する生活支援給付事務事業（生活支援給付、給付事務における支援・相談員の配置）
　（１）満額の老齢基礎年金等の支給を受けてもなお生活の安定が図れない特定中国残留邦人等に対し、公的年
金制度による対応を補完する制度として生活支援を行う。その内容は基本的に「生活保護法」の例によるものとす
る。

　（２）支援給付の実施機関に中国残留邦人等に理解が深く、中国語ができる支援・相談員を配置し、中国残留邦
人等のニーズに応じた助言等を行うことにより安心した生活が送れるように支援する。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

事業費(千円) 予算 40,021 42,849

－ －

R1 R2 R3 R4 R5 R6

H20 - 一般会計 法定受託事務
中国残留邦人等の円滑な帰国の促進並びに永住
帰国した中国残留邦人等及び特定配偶者の自立

の支援に関する法律
－

決算 29,126

その他
市債

国・県支出 22,642 32,893

人件費(報酬等) (千円)
一般会計繰入金
一般財源 6,484 9,956

0.3 0.3
人工

正規
再任用(h31)

人件費　(千円) 1,080 1,080

会計年度任用職員(人事課予算)

再任用(h26)

②飢餓 ○ 2.1 ⑪都市

ゴール ターゲット ゴール ターゲット
①貧困 ○ 1.3 ⑩不平等

④教育 ⑬気候変動
③保健 ○ 3.8 ⑫生産・消費

⑥水・衛生 ⑮陸上資源
⑤ジェンダー ⑭海洋資源

⑧成長・雇用 ⑰実施手段
⑦エネルギー ⑯平和

⑨イノベーション

中国残留邦人等に対して生活保護法に準じた生活等の保障を行うことにより、生活支援での食料購入、医療支援
及び介護支援での医療・介護サービスの提供を実現する。



05 01 02 01 08 年 月 日

◇事業の指標（R4：重点戦略最終年度、R6：総合戦略・基本計画最終年度）

◇令和元年度の事業評価

・令和元年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

令和2年度 （管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）
001011000

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

福祉総務課 小田切　峰二 令和 2 7 1

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

実績値

１　地域社会における生活支援事業（通訳の支援、自立相談の実施、就労相談の実施）
　（１）中国残留邦人等の日常生活上の相談、公共機関等のサービス利用時の通訳、就労のための相談等を行
い、安心した生活が送れるよう、自立支援通訳等を派遣した。

２　老齢年金を補完する生活支援給付事務事業（生活支援給付、給付事務における支援・相談員の配置）
　（１）満額の老齢基礎年金等の支給を受けてもなお生活の安定が図れない特定中国残留邦人等に対し、公的年
金制度による対応を補完する制度として生活支援を行った。その内容は基本的に「生活保護法」の例によるもの
とする。

　（２）支援給付の実施機関に中国残留邦人等に理解が深く、中国語ができる支援・相談員を配置し、中国残留邦
人等のニーズに応じた助言等を行うことにより安心した生活が送れるように支援した。

指標の達成度

計画通り

・地域社会における生活支援事業（通訳の支援、自立相談の実施、就労相談の実施）
　自立支援通訳等を２名配置し日常生活上の相談、公共機関等のサービス利用時の通訳、就労のための相談
等、中国残留邦人等の生活支援を実施した。
・老齢年金を補完する生活支援給付事業（生活支援給付、給付事務における支援・相談員の配置）
　生活支援給付を実施するとともに給付事務における支援・相談員を１名配置し、中国残留邦人等のニーズに応
じた助言等を行うことにより安心した生活が送れるように支援した。本事業の実施により、中国残留邦人等及びそ
の配偶者が日常生活又は社会生活を円滑に営むことが出来るよう懇切丁寧に実施した。



・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

現状 人工 現状

・法令や国通知等の定めに基づき、当初計画どおり業務を遂行した。

大項目 現状 小項目 事業費

大項目 現状 小項目 事業費

現状 人工 現状

・中国残留邦人等の支援については、国が示す「支援給付実施要領」に基づき、必要な改革・改善を行っていく。

・「中国残留邦人等の円滑な帰国の促進並びに永住帰国した中国残留邦人等及び特定配偶者の自立の支援に関す

る法律」に基づき、これまでどおり中国残留邦人等の置かれている事情にかんがみ、日常生活又は社会生活を円滑に営

むことが出来るよう必要な支援を実施する。



05 01 02 01 09 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇SDGsとの関連
・関連するゴール

・事業とゴールの関連性

7 1

事業シート （事業名） 法外援護事業

令和2年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

001011000 福祉総務課 小田切　峰二 令和 2

・一時的に困窮している行旅人等に対し、緊急一時保護や援護物資を提供するなどの援護事業を実施するととも
に、行旅死亡人には葬祭の扶助等を実施する。
・ホームレスの自立を支援する。

１　行旅死亡人取扱い及び緊急援護事業
　（１）身元が不明（判明しない）な行旅死亡人や、引き取り手がいない死亡人について、葬祭費等を扶助する。
　（２）緊急援護事業
　　①緊急援護物資の支給…行旅人等の求めによりアルファ米、缶詰パン等の食料を支給する。
　　②旅費欠乏者移送費等支給事業…旅費欠乏者に対し、近隣自治体への鉄道切符又は現金等を支給する。
２　ホームレス自立支援事業
　（１）ホームレス巡回相談事業…民間委託により市内各所の巡回・面談事業の実施、生活相談を実施する。
　（２）ホームレス緊急一時保護事業…緊急に援助を必要とするホームレスに対し契約施設で宿泊と食事を提供
する。
　（３）ホームレス入院協力料支給事業…緊急搬送を受入れ、入院となった医療機関に対し協力料を支給する。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

事業費(千円) 予算 7,572 6,280

－ －

R1 R2 R3 R4 R5 R6

S62 - 一般会計 自治事務（法令義務）
行旅病人及行旅死亡人取扱法、ホームレスの自

立の支援等に関する特別措置法ほか －

決算 6,074

その他 224 218
市債

国・県支出 787 1,040

人件費(報酬等) (千円)
一般会計繰入金
一般財源 5,063 5,022

人工

正規 0.2 0.2
再任用(h31)

人件費　(千円) 1,400 1,400

会計年度任用職員(人事課予算)

再任用(h26)

②飢餓 ○ 2.1 ⑪都市

ゴール ターゲット ゴール ターゲット
①貧困 ○ 1.3 ⑩不平等

④教育 ⑬気候変動
③保健 ○ 3.8 ⑫生産・消費

⑥水・衛生 ⑮陸上資源
⑤ジェンダー ⑭海洋資源

⑧成長・雇用 ⑰実施手段
⑦エネルギー ⑯平和

⑨イノベーション

・ホームレス及びホームレス状態にある貧困者に対して、食事と宿泊先の確保による保護を行うとともに、巡回相
談等により必要とされる各種社会保障制度へのつなぎを行う。
・貧困者に対して緊急的な食糧提供を行うことにより栄養状態の回復を支援する。
・ホームレス入院協力料の支払いを行うことにより、ホームレスの緊急搬送時の受入れ拒否を防止し、適切な医
療アクセスを保障する。



05 01 02 01 09 年 月 日

◇事業の指標（R4：重点戦略最終年度、R6：総合戦略・基本計画最終年度）

◇令和元年度の事業評価

・令和元年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

令和2年度 （管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）
001011000

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

福祉総務課 小田切　峰二 令和 2 7 1

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

実績値

１　行旅死亡人取扱い及び緊急援護事業
　（１）身元が不明（判明しない）な行旅死亡人や、引き取り手がいない死亡人について、葬祭費等を扶助した。
　（２）緊急援護事業
　　①緊急援護物資の支給…行旅人等の求めによりアルファ米、缶詰パン等の食料を支給した。
　　②旅費欠乏者移送費等支給事業…旅費欠乏者に対し、近隣自治体への鉄道切符又は現金等を支給した。
２　ホームレス自立支援事業
　（１）ホームレス巡回相談事業…民間委託により市内各所の巡回・面談事業の実施、生活相談を実施した。
　（２）ホームレス緊急一時保護事業…緊急に援助を必要とするホームレスに対し救護施設等で宿泊と食事を提
供した。
　（３）ホームレス入院協力料支給事業…緊急搬送を受入れ、入院となった医療機関に対し協力料を支給した。

指標の達成度

計画通り
法外援護事業として、以下の事業を実施した。
１　行旅死亡人取扱い及び緊急援護事業

 (1) 行旅死亡人等にかかる葬祭等の扶助、 (2) 緊急援護事業（① 緊急一時保護事業　② 緊急援護物資の支給　③ 旅費欠
乏者移送費等支給事業）
２　ホームレス自立支援事業

 (1) ホームレス巡回相談及び衛生状態改善事業、 (2) ホームレス緊急一時保護事業、 (3) ホームレス入院協力料支給事業
これら事業を実施することにより、行旅死亡人等に対する適切な援護を実施するとともに、ホームレスの自立支援につなげる
ことができた。



・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

現状 人工 現状

・法令や国通知等の定めに基づき、当初計画どおり業務を遂行した。

大項目 現状 小項目 事業費

大項目 現状 小項目 事業費

現状 人工 現状

・行旅病人及び行旅死亡人取扱法、生活困窮者自立支援法に基づき地方公共団体の責務として適切に実施して
いく。



05 01 02 01 10 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇SDGsとの関連
・関連するゴール

・事業とゴールの関連性

7 1

事業シート （事業名） 生活困窮者自立支援事業

令和2年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

001011000 福祉総務課 小田切　峰二 令和 2

・生活困窮者の自立の促進を支援するため、本人の状態に応じた包括的かつ継続的な相談支援等を実施する。
・離職者であって就労能力及び就労意欲のある者のうち、住居を喪失している者又は喪失するおそれのある者を
対象として、原則３か月（条件により最長９か月）、住居確保給付金を支給するとともに、再就職に向けた支援を行
う。

1　生活困窮者支援事業
　（１）生活困窮者自立支援法に基づき、中区及び浜北区に相談窓口を設置し、全市を対象に、①自立相談支援
事業、②就労準備支援事業、③学習支援事業を実施する。
　（２）離職者等で就労能力及び就労意欲のある者のうち、住居を喪失している者又は喪失するおそれのある者に
対して、住居確保給付金を支給する。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

事業費(千円) 予算 79,675 154,039

－ －

R1 R2 R3 R4 R5 R6

H21 - 一般会計 自治事務（法令義務）
生活困窮者自立支援法、自立相談支援事業実施要綱、就労準備支援事業

実施要綱、学習支援事業実施要綱、住居確保給付金支給要綱、住宅支援給

付事業実施要領
－

決算 79,100

その他
市債

国・県支出 55,290 112,102

人件費(報酬等) (千円)
一般会計繰入金
一般財源 23,810 41,937

人工

正規 0.6 0.7
再任用(h31)

人件費　(千円) 7,000 8,260

会計年度任用職員(人事課予算) 1.0 1.2
再任用(h26)

②飢餓 ○ 2.1 ⑪都市

ゴール ターゲット ゴール ターゲット
①貧困 ○ 1.3 ⑩不平等

④教育 ⑬気候変動
③保健 ○ 3.8 ⑫生産・消費

⑥水・衛生 ⑮陸上資源
⑤ジェンダー ⑭海洋資源

⑧成長・雇用 ⑰実施手段
⑦エネルギー ⑯平和

⑨イノベーション

・自立相談支援事業等による相談支援により、生活困窮者の抱える課題を整理して、深刻な貧困状態に陥る前に
各種社会保障制度による保護や医療受診等へつなげる。
・食料の備蓄がない生活困窮者に対しては、フードバンク事業者と連携して食糧提供を行い、栄養状態の回復を
図る。



05 01 02 01 10 年 月 日

◇事業の指標（R4：重点戦略最終年度、R6：総合戦略・基本計画最終年度）

◇令和元年度の事業評価

・令和元年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

令和2年度 （管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）
001011000

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

福祉総務課 小田切　峰二 令和 2 7 1

自立支援窓口相談者数（人） -
年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値 500 650 650 650 650 650 650

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値 608 R2.6頃確定

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

実績値

1　生活困窮者支援事業
　（１）生活困窮者自立支援法に基づき、中区と浜北区に相談窓口を設置し、全市を対象に、①自立相談支援事
業、②就労準備支援事業、③学習支援事業を実施した。
　（２）離職者等で就労能力及び就労意欲のある者のうち、住居を喪失している者又は喪失するおそれのある者に
対して、住居確保給付金を支給した。

指標の達成度

進んでいる

・委託先自立相談支援窓口における新規相談者数（H31.4～R1.12）が1,067人となっており、既に昨年度の実績
1,044人を超える成果を得ることができた
・支援プランを策定した件数（H31.4～R1.12）が269件となっており、既に昨年度の実績148件から増加することがで
き、支援調整会議における支援プラン内容の検討・評価機能の充実が図られ、より多くの方に充実した支援を展
開できた。
・就労支援に関しては、H31.4～R1.12で昨年度とほぼ同ペースの延べ74人を就職に導くことができており、支援ノ
ウハウの蓄積等により、就労支援機能の強化が着実に進んでいる。



・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

現状 人工 現状

・自立相談支援事業等の3事業を、各福祉事業の実績豊富な市内社会福祉法人に一体的に委託することで、相
談受付・スクリーニング・アセスメント・支援計画策定等、国が求める適切な事業運営を実施することが出来た。
・事業実績としても、指標を達成する相談件数を残すとともに、就労者数も昨年度を上回る実績を残すことが出
来、着実に本事業に関する知識・技能・支援ノウハウの蓄積が図られるとともに、就労による自立や債務解消等
による効果額についても事業費を上回る成果をあげている。

大項目 改善 小項目 委託・指定管理 事業費

大項目 現状 小項目 事業費

拡大 人工 現状

今年度新たに設置した浜北区及び天竜区を対象とした相談窓口について、先に開設した窓口の運営法人との情
報交換等を通じノウハウの蓄積に努め、両法人の連携によりさらに支援の充実を図る。



05 01 02 01 11 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇SDGsとの関連
・関連するゴール

・事業とゴールの関連性

⑨イノベーション

・市民からの善意の寄附金とその運用収入を、高齢者や障がい者を始めとする支援を必要とする方々に対する事
業に充当し、健康的な生活を確保するとともに福祉を促進するもの。【貧困・保健】

⑧成長・雇用 ⑰実施手段
⑦エネルギー ⑯平和
⑥水・衛生 ⑮陸上資源
⑤ジェンダー ⑭海洋資源
④教育 ⑬気候変動
③保健 ○ 3.8 ⑫生産・消費
②飢餓 ⑪都市

ゴール ターゲット ゴール ターゲット
①貧困 ○ 1.3 ⑩不平等

0.2 0.1
再任用(h26)人工

正規 0.2 0.1
再任用(h31)

人件費　(千円) 1,960 980

会計年度任用職員(人事課予算)

人件費(報酬等) (千円)
一般会計繰入金
一般財源
その他 6,040 10,000
市債

国・県支出

事業費(千円) 予算 10,000 10,000

－ －

R1 R2 R3 R4 R5 R6

S55 ー 一般会計 自治事務（その他）
浜松市友愛の福祉基金に関

する条例
－

決算 6,040

市民からの善意による寄附金を浜松市友愛の福祉基金へ積立て、その運用収入を社会福祉事業に活用するも
の。

・市民からの善意の寄附金の受け入れと浜松市友愛の福祉基金への積み立てを行う。
・基金の適正な管理と運用収入の社会福祉事業への充当を行う。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

7 1

事業シート （事業名） 友愛の福祉基金積立金

令和2年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

001011000 福祉総務課 小田切　峰二 令和 2



05 01 02 01 11 年 月 日

◇事業の指標（R4：重点戦略最終年度、R6：総合戦略・基本計画最終年度）

◇令和元年度の事業評価

・令和元年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

・市民からの善意の寄附金の受け入れと浜松市友愛の福祉基金への積み立てを行う。
・基金の適正な管理と運用収入の社会福祉事業への充当を行う。

指標の達成度

・令和元年度寄附金額　6,039,900円（66件）※R2.3現在
（参考）
・平成30年度寄附金額　4,194,487円（78件）
・平成29年度寄附金額　3,601,842円（65件）
・平成28年度寄附金額　4,375,080円（87件）
・平成27年度寄附金額　4,083,089円（98件）

実績値

目標値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

目標値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

目標値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

目標値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

目標値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

福祉総務課 小田切　峰二 令和 2 7 1令和2年度 （管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）
001011000



・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/ 現状 人工 現状

・市民（篤志家）からの寄附の受け入れ及びその善意を生かした事業を継続して実施することはもとより、寄附金の増額を

図るため、パンフレットや市ホームページの内容を充実していく。

・担当者マニュアルの改訂などの事務改善をおこない、丁重かつ迅速な寄附金の受入等ができるよう区役所と連携をはか

る。

現状 人工 現状

・社会福祉事業の充実を図るために設置された基金であり、毎年定例的に寄附をしていただく個人、団体から受
け入れをした。高齢者福祉課のささえあいポイント事業のポイントを換金し寄附していただけることも周知している
ため、毎年事業利用者からの寄附も受け入れている。

大項目 改善 小項目 情報発信 業務改善 事業費

大項目 現状 小項目 事業費



05 01 02 01 12 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇SDGsとの関連
・関連するゴール

・事業とゴールの関連性

7 1

事業シート （事業名） プレミアム付商品券事業（低所得者向け） 【完了】

令和2年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

001011000 福祉総務課 小田切　峰二 令和 2

消費税・地方消費税率引き上げが低所得者・子育て世帯（0～2歳児）の消費に与える影響を緩和するとともに、地
域における消費を喚起・下支えすることを目的として、プレミアム付商品券の販売を行った。

商品券購入対象者（低所得者向け）
　平成31年1月1日時点の住民のうち、令和元年度の住民税が非課税である者（住民税課税者の生計同一の配偶
者・扶養親族、生活保護受給者等を除く）
　(1) 実施主体　　実行委員会（構成団体：商工会議所、4商工会、浜松市）
　(2) 販売額　　　20,000円（25,000円利用可能、500円券×10枚×5冊）
　(3) 発行冊数　　755,000冊（5冊×151,000人）
　(4) 販売期間　　令和元年10月1日から令和2年2月29日まで
　(5) 利用期間　　令和元年10月1日から令和2年3月31日まで

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

事業費(千円) 予算 213,000

－ －

R1 R2 R3 R4 R5 R6

H31 H31 一般会計 自治事務（その他） －

決算 145,332

その他
市債

国・県支出 145,332

人件費(報酬等) (千円)
一般会計繰入金
一般財源

人工

正規 0.5
再任用(h31)

人件費　(千円) 4,060

会計年度任用職員(人事課予算) 0.2
再任用(h26)

②飢餓 ⑪都市

ゴール ターゲット ゴール ターゲット
①貧困 ○ 1.3 ⑩不平等 ○ 10.4

④教育 ⑬気候変動
③保健 ⑫生産・消費 ○ 12.b

⑥水・衛生 ⑮陸上資源
⑤ジェンダー ⑭海洋資源

⑧成長・雇用 ⑰実施手段
⑦エネルギー ⑯平和

⑨イノベーション

消費税・地方消費税率引き上げが低所得者・子育て世帯（0～2歳児）の消費に与える影響を緩和するとともに、地
域における消費を喚起・下支えすることを目的として、プレミアム付商品券の販売を行う事業である。当該事業は
国と消費税率引き上げに伴う政策であり、平成31年度（令和元年度）のみの事業である。



05 01 02 01 12 年 月 日

◇事業の指標（R4：重点戦略最終年度、R6：総合戦略・基本計画最終年度）

◇令和元年度の事業評価

・令和元年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

令和2年度 （管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）
001011000

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

福祉総務課 小田切　峰二 令和 2 7 1

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

実績値

商品券購入対象者（低所得者向け）
　平成31年1月1日時点の住民のうち、令和元年度の住民税が非課税である者（住民税課税者の生計同一の配偶
者・扶養親族、生活保護受給者等を除く）
　(1) 実施主体　　実行委員会（構成団体：商工会議所、4商工会、浜松市）
　(2) 販売額　　　20,000円（25,000円利用可能、500円券×10枚×5冊）
　(3) 発行冊数　　755,000冊（5冊×151,000人）
　(4) 販売期間　　令和元年10月1日から令和2年2月29日まで
　(5) 利用期間　　令和元年10月1日から令和2年3月31日まで

指標の達成度

達成

　購入対象者（非課税者）数：86414人
　購入引換券交付者数　　　：33,202人
　交付率：38.4%



・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

人工

大項目 終了 小項目 - 事業費

大項目 終了 小項目 - - 事業費

人工



05 01 02 01 13 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇SDGsとの関連
・関連するゴール

・事業とゴールの関連性

7 1

事業シート （事業名） 社会福祉総務運営経費（一般諸経費のみ）

令和2年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

001011000 福祉総務課 小田切　峰二 令和 2

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

事業費(千円) 予算 4,538 25,027

－ －

R1 R2 R3 R4 R5 R6

－

決算 3,543

その他 214 10
市債

国・県支出 1,459 12,689

人件費(報酬等) (千円) 971 507
一般会計繰入金
一般財源 1,870 3,459

0.3 0.3
人工

正規 3.4 4.3
再任用(h31)

人件費　(千円) 26,280 32,860

会計年度任用職員(人事課予算) 0.5 0.6
再任用(h26)

②飢餓 ⑪都市

ゴール ターゲット ゴール ターゲット
①貧困 ⑩不平等

④教育 ⑬気候変動
③保健 ⑫生産・消費

⑥水・衛生 ⑮陸上資源
⑤ジェンダー ⑭海洋資源

⑧成長・雇用 ⑰実施手段
⑦エネルギー ⑯平和

⑨イノベーション



05 01 02 02 年 月 日

（総合計画体系）

・

・

◇政策の概要

◇政策のコスト（千円）
予算
決算

人件費（A）
報酬（B）
年間経費(予算又は決算+A+B)

◇政策の指標

◇令和元年度の政策評価（政策の概要）

◇令和元年度の政策評価（政策の進捗・課題）

102,050

年度

実績

R2 R3

81,050

R1 R6

⑫生産・消費⑩不平等

政策シート （政策名） すべての人が安心していきいきと暮らすことのできる地域福祉の推進

令和2年度

（予算費目名）

（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）
001011000

◇関連するSDGsのゴール

福祉総務課 小田切　峰二 令和 2

①貧困

10年後の目標 地域での支え合いの仕組みづくりが進んでいる。

7 1

特別定額給付金事業費

「分野」 健康・福祉

30年後の姿 支え合いによって、だれもが住み慣れた地域でいつまでも安心して暮らすことができる。

R1

病気の発症や重症化を予防することにより、健康寿命が延びている。

◆基本政策 人と人とのつながりをつくる社会の実現

R5R4R2

令和2年4月30日に成立した国の補正予算（第1号）に伴い、迅速かつ的確に家計への支援を行うため、特別定額
給付金を給付する。
＜特別定額給付金の概要＞
（１）基準日　　　　　令和2年4月27日
（２）給付対象者　　基準日において住民基本台帳に記録されている者
（３）申請・受給者　住民基本台帳に記録されている者の属する世帯の世帯主
（４）給付額　　　　　給付対象者一人につき10万円

R6R3

＜進捗＞

R4 R5政策指標

21,000

単位

実績
目標

実績
目標

目標



05 01 02 02 年 月 日

◇政策実現のために実施する事業一覧

※人工単価（千円）正規7,000 再任用(h31)3,600 再任用(h26)2,600 会計年度任用職員（人事課予算）2,800

事業名

総
合
戦
略

重
点
戦
略

主
要
事
業

完
了

福祉総務課 小田切　峰二 令和 7 1
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

001011000令和2年度 2

報酬
（千円）再任用

(31h)
再任用

(26h)
会計年度
（人事課）

コスト
（千円）

事業費
（千円）

人工

正規

102,050 81,050 3.0

2

1 特別定額給付金支給事業

3

4

6

5

8

7

10

9

12

11

14

13

16

15

18

17

20

19

21

22

23

計 102,050 81,050 3.0

24

25



05 01 02 02 01 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇SDGsとの関連
・関連するゴール

・事業とゴールの関連性

7 1

事業シート （事業名） 特別定額給付金支給事業

令和2年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

001011000 福祉総務課 小田切　峰二 令和 2

令和2年4月30日に成立した国の補正予算（第1号）に伴い、迅速かつ的確に家計への支援を行うため、特別定額
給付金を給付する。

１　総事業費　　81,050,000千円
　　国の補正予算（第1号）の成立に伴う、特別定額給付金の給付（補助率10/10）
２　特別定額給付金の概要
（１）基準日　　　　　令和2年4月27日
（２）給付対象者　　基準日において住民基本台帳に記録されている者
（３）申請・受給者　住民基本台帳に記録されている者の属する世帯の世帯主
（４）給付額　　　　　給付対象者一人につき10万円
（５）給付方法　　　申請に基づき、原則として申請者の本人名義の銀行口座への振込により給付
（６）給付対象人数　801,000人（令和2年4月27日見込）
（７）申請受付期間　オンライン申請：令和2年5月8日～9月8日
　　　　　　　　　　　　　早期特別申請　：令和2年5月8日～5月22日
　　　　　　　　　　　　　郵送申請　　　：令和2年5月29日～9月8日
（８）給付費総額　　80,100,000千円

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

事業費(千円) 予算 81,050

－ －

R1 R2 R3 R4 R5 R6

－

決算

その他
市債

国・県支出 81,050

人件費(報酬等) (千円)
一般会計繰入金
一般財源

人工

正規 3.0
再任用(h31)

人件費　(千円) 21,000

会計年度任用職員(人事課予算)

再任用(h26)

②飢餓 ⑪都市

ゴール ターゲット ゴール ターゲット
①貧困 ○ 1.3 ⑩不平等 ○ 10.4

④教育 ⑬気候変動
③保健 ⑫生産・消費 ○ 12.b

⑥水・衛生 ⑮陸上資源
⑤ジェンダー ⑭海洋資源

⑧成長・雇用 ⑰実施手段
⑦エネルギー ⑯平和

⑨イノベーション

令和2年4月30日に成立した国の補正予算（第1号）に伴い、迅速かつ的確に家計への支援を行うため、特別定額
給付金を給付する政策であり、令和2年度のみの事業である。



05 01 02 02 01 年 月 日

◇事業の指標（R4：重点戦略最終年度、R6：総合戦略・基本計画最終年度）

◇令和元年度の事業評価

・令和元年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

令和2年度 （管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）
001011000

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

福祉総務課 小田切　峰二 令和 2 7 1

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

実績値

指標の達成度



・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

人工

大項目 改善 小項目 直接実施 一部委託 事業費

大項目 小項目 事業費

現状 人工 現状

・収入の急激な減少等により、早期に支給が必要な世帯の方を対象に、申請書ダウンロード方式による「早期特
別申請」を実施するなど、迅速かつ的確に家計への支援を行う。



05 01 02 03 年 月 日

（総合計画体系）

・

・

◇政策の概要

◇政策のコスト（千円）
予算
決算

人件費（A）
報酬（B）
年間経費(予算又は決算+A+B)

◇政策の指標

◇令和元年度の政策評価（政策の概要）

◇令和元年度の政策評価（政策の進捗・課題）

14,557

年度

72

実績

R2 R3

13,485

R1 R6

⑬気候変動

政策シート （政策名） すべての人が安心していきいきと暮らすことのできる地域福祉の推進

令和2年度

（予算費目名）

（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）
001011000

◇関連するSDGsのゴール

福祉総務課 小田切　峰二 令和 2

③保健

10年後の目標 地域での支え合いの仕組みづくりが進んでいる。

7 1

災害救助費

「分野」 健康・福祉

30年後の姿 支え合いによって、だれもが住み慣れた地域でいつまでも安心して暮らすことができる。

R1
13,485
2,734
1,700

4,434

病気の発症や重症化を予防することにより、健康寿命が延びている。

◆基本政策 人と人とのつながりをつくる社会の実現

R5R4R2

火災や風水害、地震等の災害により被害を受けた世帯に対し、災害弔慰金・災害見舞金の支給により弔意等を
表するとともに、災害援護資金の貸付により生活の立て直しを援護する。

R6R3

火災や風水害、地震等の災害により被害を受けた世帯に対し、災害弔慰金・災害見舞金の支給により弔意等を
表するとともに、災害援護資金の貸付により生活の立て直しを援護する。

＜進捗＞ 計画通り

　本事業を実施することにより、り災世帯の生活立て直しにつながった。

R4 R5政策指標

1,000

単位

実績
目標

実績
目標

目標



05 01 02 03 年 月 日

◇政策実現のために実施する事業一覧

※人工単価（千円）正規7,000 再任用(h31)3,600 再任用(h26)2,600 会計年度任用職員（人事課予算）2,800

事業名

総
合
戦
略

重
点
戦
略

主
要
事
業

完
了

福祉総務課 小田切　峰二 令和 7 1
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

001011000令和2年度 2

報酬
（千円）再任用

(31h)
再任用

(26h)
会計年度
（人事課）

コスト
（千円）

事業費
（千円）

人工

正規

14,557 13,485 0.1 72

2

0.21 災害援護事業

3

4

6

5

8

7

10

9

12

11

14

13

16

15

18

17

20

19

21

22

23

計 14,557 13,485 0.2

24

25

0.1 72



05 01 02 03 01 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇SDGsとの関連
・関連するゴール

・事業とゴールの関連性

7 1

事業シート （事業名） 災害援護事業　　

令和2年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

001011000 福祉総務課 小田切　峰二 令和 2

災害により被災した市民に対し、見舞金の支給や援護資金の貸付を行う災害援護事業を実施する。

・火災、風水害等り災世帯見舞事業…り災の程度に応じて、災害弔慰金・見舞金を支給する。
　　  ①全焼（全壊）1～5人世帯…10万円（6人以上世帯…世帯員1人増す毎に2千円を加算）
　　  ②半焼（半壊）1～5人世帯… 5万円（6人以上世帯…世帯員1人増す毎に1千円を加算）
　　  ③死亡･･･10万円　　　④重傷･･･5万円　　 ⑤床上浸水・・ 2万円
・自然災害り災世帯資金貸付等事業…自然災害によるり災の程度に応じて、災害弔弔慰金及び災害障害見舞
金を支給する。また、住居や家財の損害の程度に応じて災害援護資金の貸し付けをする。
　　　①災害弔慰金　　　　世帯主死亡・・・・・・・・・・ 500万円
　　　　　　　　　　　　　　　　世帯主以外の死亡・・・・ 250万円
　　　②災害障害見舞金（災害により負傷し、または疾病にかかった人に対して支給）
　　　　　・世帯の生計を主として維持していた場合…250万円
　　　　　・その他の場合　　　　　　　　　　　　…125万円
　　　③災害援護資金（貸付）　住居や家財の損害の程度に応じた貸付・・・150万円～350万円
       ④災害弔慰金等支給審査委員会に関する事務（大規模災害発生時）

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

事業費(千円) 予算 13,485 13,485

－ －

R1 R2 R3 R4 R5 R6

S49 - 一般会計
法定受託事務
自治事務（その他）

災害弔慰金の支給等に関す
る法律等

－

決算 2,734

その他
市債 3,300

国・県支出 3,750

人件費(報酬等) (千円) 72
一般会計繰入金
一般財源 2,734 6,435

0.2 0.2
人工

正規 0.1
再任用(h31)

人件費　(千円) 1,700 1,000

会計年度任用職員(人事課予算) 0.1 0.1
再任用(h26)

②飢餓 ⑪都市

ゴール ターゲット ゴール ターゲット
①貧困 . ⑩不平等

④教育 ⑬気候変動 ○ 13.1
③保健 ○ 3.8 ⑫生産・消費

⑥水・衛生 ⑮陸上資源
⑤ジェンダー ⑭海洋資源

⑧成長・雇用 ⑰実施手段
⑦エネルギー ⑯平和

⑨イノベーション

・災害により被災した市民に対し、見舞金の支給や援護資金の貸付を行うことにより、広く市民に対して財政リス
クから保護するとともに、気候関連災害や自然災害に対する適応能力を強化するもの。【保健・気候変動】



05 01 02 03 01 年 月 日

◇事業の指標（R4：重点戦略最終年度、R6：総合戦略・基本計画最終年度）

◇令和元年度の事業評価

・令和元年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

令和2年度 （管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）
001011000

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

福祉総務課 小田切　峰二 令和 2 7 1

-
年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

-
年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

-
年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

-
年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

実績値

・火災、風水害等り災世帯見舞事業…り災の程度に応じて、災害弔慰金・見舞金を支給する。
　　  ①全焼（全壊）1～5人世帯…10万円（6人以上世帯…世帯員1人増す毎に2千円を加算）
　　  ②半焼（半壊）1～5人世帯… 5万円（6人以上世帯…世帯員1人増す毎に1千円を加算）
　　  ③死亡･･･10万円　　　④重傷･･･5万円　　 ⑤床上浸水・・ 2万円
・自然災害り災世帯資金貸付等事業…自然災害によるり災の程度に応じて、災害弔弔慰金及び災害障害見舞
金を支給する。また、住居や家財の損害の程度に応じて災害援護資金の貸し付けをする。
　　　①災害弔慰金　　　　世帯主死亡・・・・・・・・・・ 500万円
　　　　　　　　　　　　　　　　世帯主以外の死亡・・・・ 250万円
　　　②災害障害見舞金（災害により負傷し、または疾病にかかった人に対して支給）
　　　　　・世帯の生計を主として維持していた場合…250万円
　　　　　・その他の場合　　　　　　　　　　　　…125万円
　　　③災害援護資金（貸付）　住居や家財の損害の程度に応じた貸付・・・150万円～350万円

指標の達成度

計画通り

【自治事務】火災、風水害等り災世帯見舞事業
　＜実績＞支給件数　43件
　　　　　　　支給実績　2,732千円
　＜効果＞本事業を実施することにより、り災世帯の生活立て直しにつながった。

【法廷受託事務】
　＜実績＞なし
　＜効果＞－



・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

現状 人工 現状

　り災世帯に対し、滞りなく災害見舞金及び弔慰金を支給しているものの、事務の効率化を図るため、浜松市の
災害見舞金・弔慰金内規について、国及び県制度を参考に支給事務手続き等の見直しを検討した。

大項目 改善 小項目 その他 - 事業費

大項目 改善 小項目 その他 - 事業費

現状 人工 現状

　事務の効率化を図るため、浜松市の災害見舞金・弔慰金内規について、国及び県制度を参考に支給事務手続き等

の見直しを検討する。また、大規模災害に備え、各種援護制度の整理及びマニュアルの整備を検討する。



05 01 02 04 年 月 日

（総合計画体系）

・

・

◇政策の概要

◇政策のコスト（千円）
予算
決算

人件費（A）
報酬（B）
年間経費(予算又は決算+A+B)

◇政策の指標

◇令和元年度の政策評価（政策の概要）

◇令和元年度の政策評価（政策の進捗・課題）

男18.97
女22.00

目標

男19.37
女22.40

男73.58
女76.54

男73.68
女76.64

11,340

男19.07
女22.10

―

歳

歳

単位

実績

目標

実績
目標

男18.87
女21.90

R4

男73.88
女76.84

R5

お達者度の延伸
※静岡県発表　お達者度

健康寿命の延伸
※厚生労働省　発表　健康寿命

政策指標

男19.27
女22.30

男19.17
女22.20

・健康寿命の延伸
・地域包括ケアシステムづくりの推進
・認知症対策の推進
・高齢者見守り・支援体制の拡充
・特別養護老人ホーム・介護付き有料老人ホームの整備の推進
・元気な高齢者が支援の必要な高齢者を支える新たな仕組みづくりの推進

＜進捗＞ 計画通り
第8次浜松市高齢者保健福祉計画・第7期介護保険事業計画（計画期間：平成30～令和2年度）に基づき、計画
に掲げた政策及び重点施策を着実に推進することができた。

R1
76,424
63,330
13,440

76,770

病気の発症や重症化を予防することにより、健康寿命が延びている。

◆基本政策 人と人とのつながりをつくる社会の実現

R5R4R2

・健康寿命の延伸
・地域包括ケアシステムづくりの推進
・認知症対策の推進
・高齢者見守り・支援体制の拡充
・特別養護老人ホーム・介護付き有料老人ホームの整備の推進
・元気な高齢者が支援の必要な高齢者を支える新たな仕組みづくりの推進

R6R3

◇関連するSDGsのゴール

高齢者福祉課 渡辺　貴史 令和 2

③保健

10年後の目標 地域での支え合いの仕組みづくりが進んでいる。

7 1

老人福祉費

「分野」 健康・福祉

30年後の姿 支え合いによって、だれもが住み慣れた地域でいつまでも安心して暮らすことができる。

政策シート （政策名） すべての人が安心していきいきと暮らすことのできる地域福祉の推進

令和2年度

（予算費目名）

（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）
001035000

⑧成長・雇用

86,667

年度

440

実績

R2 R3

74,887

―

男73.48
女76.44

R1

男73.78
女76.74

R6

男73.98
女76.94



05 01 02 04 年 月 日

◇政策実現のために実施する事業一覧

※人工単価（千円）正規7,000 再任用(h31)3,600 再任用(h26)2,600 会計年度任用職員（人事課予算）2,800

計 86,667 74,887 1.3

24

25

0.8 440

23

21

22

20

19

18

17

16

15

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

3 高齢者生活支援事業 32,102 29,722 0.3

4

2 地域高齢者見守り・支援事業 ○ 0.9

1 福祉人材バンク運営事業

0.1

報酬
（千円）再任用

(31h)
再任用

(26h)
会計年度
（人事課）

コスト
（千円）

事業費
（千円）

人工

正規

36,024 27,604

18,541 17,561 0.1 0.1

0.6 440

事業名
総
合
戦
略

重
点
戦
略

主
要
事
業

完
了

高齢者福祉課 渡辺　貴史 令和 7 1
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

001035000令和2年度 2



05 01 02 04 01 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇SDGsとの関連
・関連するゴール

・事業とゴールの関連性

⑨イノベーション

地域住民に福祉についての啓発を行うとともに、静岡県福祉人材センターと一体的に福祉人材の育成及び確保
に必要な事業を実施する。

⑧成長・雇用 ○ 8.5 ⑰実施手段
⑦エネルギー ⑯平和
⑥水・衛生 ⑮陸上資源
⑤ジェンダー ⑭海洋資源
④教育 ⑬気候変動
③保健 ○ 3.8 ⑫生産・消費
②飢餓 ⑪都市

ゴール ターゲット ゴール ターゲット
①貧困 ⑩不平等

0.1 0.1
再任用(h26)人工

正規 0.1 0.1
再任用(h31)

人件費　(千円) 980 980

会計年度任用職員(人事課予算)

人件費(報酬等) (千円)
一般会計繰入金
一般財源 8,944 8,781
その他
市債

国・県支出 8,780 8,780
事業費(千円) 予算 17,724 17,561

－ －

R1 R2 R3 R4 R5 R6

H4 － 一般会計 自治事務（その他） 職業安定法 －

決算 17,724

社会福祉事業従事者の確保を図るため、浜松市福祉人材バンクの設置・運営により、福祉人材の育成及び就労
を促進する。

（1）福祉サービス等に関する啓発・広報事業
　　　・各種講座の開催（福祉ﾏﾝﾊﾟﾜｰ講座、福祉職場説明会・就職相談会等の開催）
　　　・広報活動（広報誌、報道機関等への情報提供等の実施）
　　　・福祉情報の収集並びに提供（福祉関係図書、資料の収集・供覧、福祉求人情報資料作成・配付等の実施）
     　・介護体験研修の実施
（2）福祉人材無料紹介事業（福祉職の就労斡旋）
　　　・求人・求職開拓（求職者の掘り起こし、就労支援等の実施）
　　　・関係機関との連携（静岡県社会福祉人材センター及び浜松公共職業安定所、浜松市社会福祉協議会等）

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

7 1

事業シート （事業名） 福祉人材バンク運営事業　

令和2年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

001035000 高齢者福祉課 渡辺　貴史 令和 2



05 01 02 04 01 年 月 日

◇事業の指標（R4：重点戦略最終年度、R6：総合戦略・基本計画最終年度）

◇令和元年度の事業評価

・令和元年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

（1）福祉サービス等に関する啓発・広報事業
　　　・各種講座の開催（福祉ﾏﾝﾊﾟﾜｰ講座、福祉職場説明会・就職相談会等の開催）
　　　・広報活動（広報誌、報道機関等への情報提供等の実施）
　　　・福祉情報の収集並びに提供（福祉関係図書、資料の収集・供覧、福祉求人情報資料作成・配付等の実施）
　　　・介護体験研修の実施
（2）福祉人材無料紹介事業（福祉職の就労斡旋）
　　　・求人・求職開拓（求職者の掘り起こし、就労支援等の実施）
　　　・関係機関との連携（静岡県社会福祉人材センター及び浜松公共職業安定所、浜松市社会福祉協議会等）

指標の達成度

計画通り

福祉マンパワーの確保のための就労斡旋事業、福祉サービス等に関する啓発・広報事業を行った。
（1）福祉サービス等に関する啓発・広報事業（R2.3末現在）
　　　・福祉マンパワー講座の開催　3回　参加者計98人
　　　・福祉職場説明会・就職相談会の開催　59回　相談件数計953件
　　　・潜在求職者相談会の開催 39回　情報提供者数796人
　　　・広報活動（広報誌、報道機関等への情報提供等の実施）　福祉求人情報発行 月2,150部
　　　・福祉情報の収集並びに提供（福祉関係図書、資料の収集・供覧、福祉求人情報資料作成・配付等）
　　　・介護体験研修の実施　体験研修者　69人　就職者数　18人
（2）福祉人材無料紹介事業（福祉職の就労斡旋）
　　　・求人・求職開拓（求職者の掘り起こし、就労支援等の実施）
　　　・関係機関との連携（静岡県社会福祉人材センター、浜松公共職業安定所、浜松市社会福祉協議会等）

実績値

目標値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

目標値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

目標値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値 9 7.1
目標値 23 23 15 15 15 15 15

紹介率（％）　※紹介件数／有効求職者数
年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値 19.6 17
目標値 30 30 30 30 30 30 30

就職率（％）　※就職件数／新規求職者数 -
年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

高齢者福祉課 渡辺　貴史 令和 2 7 1令和2年度 （管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）
001035000



・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/ 現状 人工 現状

・介護体験研修の研修者数を増加させるため、より効率的な周知方法を検討する。
・高齢化に伴い、福祉人材確保の需要はさらに高まっており、福祉事業における雇用の需用に応える人材確保を
実現するため、継続して実施していく必要がある。

拡大 人工 現状

・介護職イメージアップ紹介冊子の配布先を、市内高等学校10校へ拡大した。（H30は4校）
・介護体験研修の対象者及び対象施設の拡充を図った。
・福祉マンパワー確保のための就労斡旋事業、福祉サービス等に関する啓発・広報活動については、計画どおり
実施した。

大項目 改善 小項目 業務改善 情報発信 事業費

大項目 改善 小項目 業務改善 情報発信 事業費



05 01 02 04 02 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇SDGsとの関連
・関連するゴール

・事業とゴールの関連性

7 1

事業シート （事業名） 地域高齢者見守り・支援事業　

令和2年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

001035000 高齢者福祉課 渡辺　貴史 令和 2

ひとり暮らし高齢者や高齢者世帯など、日常生活に不安を抱える高齢者が増加しているため、見守り・支援シス
テムの構築を通して情報の共有化と連携を強化し、その実態把握、見守り・支援、介護・福祉サービスの提供の
拡充を図る。

(1) ひとり暮らし高齢者等の実態調査及び見守り対象者の把握・情報管理
　　・令和2年度は、令和元年度の全件調査以降新たに75歳以上のひとり暮らし又は75歳以上のみの高齢者世帯となった方や、
　　 その他支援の必要な人の実態を調査する（追加調査）
(2) あんしん情報キットの配布
　　・ひとり暮らし高齢者等に緊急連絡先や持病等の必要情報を収納するキットを配布
(3) あんしん一時宿泊事業
　　・特別養護老人ホームと契約し、緊急対応が必要な場合365日24時間受入可能な体制を構築（緊急宿泊事業）
　　・在宅生活が困難な高齢者の滞在場所の確保、一時的な宿泊提供により日常生活を支援（短期宿泊事業）
(4) 見守り支援の啓発
　　・地域における高齢者の見守り活動に関する研修会、情報交換会等を開催
(5) 通報受け皿機能の構築
　　・高齢者の異変を発見した際の通報の受け皿の整備（24時間対応）
(6) 避難行動要支援者意向調査業務

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

事業費(千円) 予算 26,784 27,604

－ ○

R1 R2 R3 R4 R5 R6

H15 － 一般会計 自治事務（その他） －

決算 19,490

その他
市債

国・県支出

人件費(報酬等) (千円) 440
一般会計繰入金
一般財源 19,490 27,604

人工

正規 0.8 0.9
再任用(h31)

人件費　(千円) 8,120 7,980

会計年度任用職員(人事課予算) 0.9 0.6
再任用(h26)

②飢餓 ⑪都市

ゴール ターゲット ゴール ターゲット
①貧困 ⑩不平等

④教育 ⑬気候変動
③保健 ○ 3.8 ⑫生産・消費

⑥水・衛生 ⑮陸上資源
⑤ジェンダー ⑭海洋資源

⑧成長・雇用 ⑰実施手段
⑦エネルギー ⑯平和

⑨イノベーション

ひとり暮らしなど日常生活に不安を抱える高齢者の安心安全な生活を支援するとともに、住民主体のネットワー
クに支えられる持続可能な地域づくりに寄与する。



05 01 02 04 02 年 月 日

◇事業の指標（R4：重点戦略最終年度、R6：総合戦略・基本計画最終年度）

◇令和元年度の事業評価

・令和元年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

令和2年度 （管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）
001035000

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

高齢者福祉課 渡辺　貴史 令和 2 7 1

ひとり暮らし高齢者等情報把握者数（人） -
年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値 120,000 125,000 130,000 135,000 140,000 145,000 150,000

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値 122,585 128,650

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

実績値

(1) ひとり暮らし高齢者等の実態調査及び見守り対象者の把握・情報管理
　　・令和元年度は、平成30年度全件調査以降新たに75歳以上のひとり暮らし又は75歳以上のみの高齢者世帯となった方や、その他支援の
必要な
     人の実態を調査する
(2) あんしん情報キットの配布
　　・ひとり暮らし高齢者等に緊急連絡先や持病等の必要情報を収納するキットを配布
(3) あんしん一時宿泊事業
　　・特別養護老人ホームと契約し、緊急対応が必要な場合365日24時間受入可能な体制を構築（緊急宿泊事業）
　　・心身の状況等で在宅生活が困難な高齢者の滞在場所の確保、一時的な宿泊提供により日常生活を支援（短期宿泊事業）
(4) 見守り支援の啓発
　　・地域における高齢者の見守り活動に関する研修会、情報交換会等を開催
(5) 通報受け皿機能の構築
　　・高齢者の異変を発見した際の通報の受け皿の整備（24時間対応）
(6) 避難行動要支援者意向調査業務

指標の達成度

計画通り
(1) ひとり暮らし高齢者等の実態調査及び見守り対象者の把握・情報管理（R2.3末現在）
　　　追加調査対象者数：16,540人　回収者数：10,805人　回収率：65.3％
(2) あんしん情報キットの配布（R2.3末現在）
　　　地域高齢者実態調査票作成者数：10,805人　　配付済み者数：6,860人　　配付率：63.5%　　（新高齢者福祉システムによる集計）
(3) 高齢者あんしん宿泊事業（R2.3末現在）
　　　①【緊急宿泊】（H31.3末現在）延利用者数：5人　延利用日数：17日
　　　②【短期宿泊】（H31.3末現在）延利用者数：113人　延利用日数：1,976日
(4) 見守り支援の啓発
　　　地域における高齢者の見守り活動に関する研修会、情報交換会等を開催

(5) 通報受け皿機能の構築（H31.3末現在）通報受理件数：490件（H24年度からの累計、H29年度は95件）
(6) 避難行動要支援者意向調査業務（令和元年度分、R2.3末現在）
　　　調査対象者数：3,579人　返送人数：2,562人　返送率：71.6％　同意状況：520人が同意



・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

現状 人工 現状

・計画どおり事業を実施した。

大項目 改善 小項目 その他 事業費

大項目 現状 小項目 - - 事業費

現状 人工 現状

・民児協と意見を交換しながら、R3年度の全件調査に備え、より精度の高い調査資料（リスト・調査票）づくりを目
指す。
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◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇SDGsとの関連
・関連するゴール

・事業とゴールの関連性

7 1

事業シート （事業名） 高齢者生活支援事業　　　　

令和2年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

001035000 高齢者福祉課 渡辺　貴史 令和 2

在宅のひとり暮らし高齢者や高齢者世帯等に対して、日常生活上のサービスを行うことにより、自立した生活を支
援する。

①高齢者緊急通報システム事業
　・ひとり暮らし高齢者の緊急時における通報体制を確保し不安を解消するため、緊急通報システムを貸与する。
②高齢者日常生活用具給付等事業
　・ひとり暮らし高齢者に必要な日常生活用具として、防火に配慮が必要な高齢者に対して電磁調理器・自動
　 消火器を給付する。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

事業費(千円) 予算 31,916 29,722

－ －

R1 R2 R3 R4 R5 R6

S50 － 一般会計 自治事務（その他）
浜松市高齢者地域支援事業

実施要綱
－

決算 26,116

その他 1,619 1,730
市債

国・県支出

人件費(報酬等) (千円)
一般会計繰入金
一般財源 24,497 27,992

人工

正規 0.5 0.3
再任用(h31)

人件費　(千円) 4,340 2,380

会計年度任用職員(人事課予算) 0.3 0.1
再任用(h26)

②飢餓 ⑪都市

ゴール ターゲット ゴール ターゲット
①貧困 ⑩不平等

④教育 ⑬気候変動
③保健 ○ 3.8 ⑫生産・消費

⑥水・衛生 ⑮陸上資源
⑤ジェンダー ⑭海洋資源

⑧成長・雇用 ⑰実施手段
⑦エネルギー ⑯平和

⑨イノベーション

高齢者緊急通報システム事業、日常生活用具給付等事業はいずれも、身体的・経済的に日常生活上の不安を抱
える高齢者の在宅生活能力の強化を図り、いずれの高齢者も自立した生活を等しく継続できるようにすることを目
指すものである。



05 01 02 04 03 年 月 日

◇事業の指標（R4：重点戦略最終年度、R6：総合戦略・基本計画最終年度）

◇令和元年度の事業評価

・令和元年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

令和2年度 （管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）
001035000

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

高齢者福祉課 渡辺　貴史 令和 2 7 1

緊急通報システム利用者数（人） -
年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値 1,890 1,900 1,906 1,912 1,918 1,924 1,930

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値 1,403 1,340

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

実績値

①高齢者緊急通報システム事業
　・ひとり暮らし高齢者の緊急時における通報体制を確保し不安を解消するため、緊急通報システムを貸与する。
②高齢者日常生活用具給付等事業
　・ひとり暮らし高齢者に必要な日常生活用具として、防火に配慮が必要な高齢者に対して電磁調理器・自動
　 消火器を給付する。

指標の達成度

計画通り

①高齢者緊急通報システム事業（R2.3末現在）
　　ひとり暮らし高齢者の緊急時における通報体制を確保し不安を解消するため、緊急通報システムを貸与した。
　　　設置台数：1,340台

②高齢者日常生活用具給付等事業（R2.3末現在）
　　ひとり暮らしで防火に配慮が必要な高齢者に対して電磁調理器・自動消火器を給付した。
　　　給付実績　　電磁調理器：7台　自動消火器：2台



・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

現状 人工 現状

・【高齢者緊急通報システム事業】ひとり暮らし高齢者に対し、緊急通報システムの貸与を計画どおり実施した。ま
た、これまでに、契約単価の整理・統一や合併前設置分の機器更新に伴う措置委託料の減額、利用対象者の拡
大を実施している。
・【高齢者日常生活用具給付等事業】ひとり暮らしで防火に配慮が必要な高齢者に対して電磁調理器・自動消火
器の給付を計画どおり実施した。

大項目 改善 小項目 条例・要綱等 事業費

大項目 現状 小項目 - 事業費

拡大 人工 現状

・【高齢者緊急通報システム事業】今後は通信機器の進化に応じた他の手法への転換の可能性を検討するととも
に、利用対象者の拡大（日中独居者への貸与）を行う。
・【高齢者日常生活用具給付等事業】給付台数の減少傾向が続いており、給付内容の見直しを含め、事業のあり
方を検討していく。



05 01 02 05 年 月 日

（総合計画体系）

・

・

◇政策の概要

◇政策のコスト（千円）
予算
決算

人件費（A）
報酬（B）
年間経費(予算又は決算+A+B)

◇政策の指標

◇令和元年度の政策評価（政策の概要）

◇令和元年度の政策評価（政策の進捗・課題）

63,824

年度

実績

R2 R3

62,844

―

男73.48
女76.44

R1

男73.78
女76.74

R6

男73.98
女76.94

政策シート （政策名） すべての人が安心していきいきと暮らすことのできる地域福祉の推進

令和2年度

（予算費目名）

（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）
001053000

◇関連するSDGsのゴール

高齢者福祉課 渡辺　貴史 令和 2

⑧成長・雇用

10年後の目標 地域での支え合いの仕組みづくりが進んでいる。

7 1

労働・雇用事業費

「分野」 健康・福祉

30年後の姿 支え合いによって、だれもが住み慣れた地域でいつまでも安心して暮らすことができる。

R1
62,844
62,844

980

63,824

病気の発症や重症化を予防することにより、健康寿命が延びている。

◆基本政策 人と人とのつながりをつくる社会の実現

R5R4R2

・健康寿命の延伸
・地域包括ケアシステムづくりの推進
・認知症対策の推進
・高齢者見守り・支援体制の拡充
・特別養護老人ホーム・介護付き有料老人ホームの整備の推進
・元気な高齢者が支援の必要な高齢者を支える新たな仕組みづくりの推進

R6R3

・健康寿命の延伸
・地域包括ケアシステムづくりの推進
・認知症対策の推進
・高齢者見守り・支援体制の拡充
・特別養護老人ホーム・介護付き有料老人ホームの整備の推進
・元気な高齢者が支援の必要な高齢者を支える新たな仕組みづくりの推進

＜進捗＞ 計画通り

第7次浜松市高齢者保健福祉計画・第6期介護保険事業計画（計画期間：平成27～29年度）に基づき、計画に
掲げた政策及び重点施策を着実に推進することができた。

R4

男73.88
女76.84

R5

お達者度の延伸
※静岡県発表　お達者度

健康寿命の延伸

厚生労働省　発表　健康寿命

政策指標

男19.27
女22.30

男19.17
女22.20

男73.58
女76.54

男73.68
女76.64

980

男19.07
女22.10

―

歳

歳

単位

実績

目標

実績
目標

男18.87
女21.90

男18.97
女22.00

目標

男19.37
女22.40



05 01 02 05 年 月 日

◇政策実現のために実施する事業一覧

※人工単価（千円）正規7,000 再任用(h31)3,600 再任用(h26)2,600 会計年度任用職員（人事課予算）2,800

事業名
総
合
戦
略

重
点
戦
略

主
要
事
業

完
了

高齢者福祉課 渡辺　貴史 令和 7 1
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

001053000令和2年度 2

報酬
（千円）再任用

(31h)
再任用

(26h)
会計年度
（人事課）

コスト
（千円）

事業費
（千円）

人工

正規

63,824 62,844 0.1 0.1

2

1 シルバー人材センター支援事業 ○○○

3

4

6

5

8

7

10

9

12

11

14

13

16

15

18

17

20

19

21

22

23

計 63,824 62,844 0.1

24

25

0.1



05 01 02 05 01 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇SDGsとの関連
・関連するゴール

・事業とゴールの関連性

7 1

事業シート （事業名） シルバー人材センター支援事業　　

令和2年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

001035000 高齢者福祉課 渡辺　貴史 令和 2

高齢者の就業機会の増大と生きがいの充実を図る。

【R1-R4重点戦略項目 No.20、122】
定年退職後等において就業を通じて､労働能力を活用したいと望む健康な高齢者に､日常生活に密着した臨時
的・短期的な仕事の提供を行うことにより､高齢者の就業機会の増大と生きがいの充実に努めるとともに活力あ
る地域社会づくりに寄与することを目的とする公益社団法人浜松市シルバー人材センターの事業に要する経費
に対し、補助金を交付する。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

事業費(千円) 予算 62,844 62,844

○ ○

R1 R2 R3 R4 R5 R6

S57 － 一般会計 自治事務（法令義務）
高年齢者等の雇用の安定等

に関する法律
○

決算 62,844

その他
市債

国・県支出

人件費(報酬等) (千円)
一般会計繰入金
一般財源 62,844 62,844

人工

正規 0.1 0.1
再任用(h31)

人件費　(千円) 980 980

会計年度任用職員(人事課予算) 0.1 0.1
再任用(h26)

②飢餓 ⑪都市

ゴール ターゲット ゴール ターゲット
①貧困 ⑩不平等

④教育 ⑬気候変動
③保健 ⑫生産・消費

⑥水・衛生 ⑮陸上資源
⑤ジェンダー ⑭海洋資源

⑧成長・雇用 ○ 8.5 ⑰実施手段
⑦エネルギー ⑯平和

⑨イノベーション

高年齢者就業機会確保事業を実施する(公社)シルバー人材センターを支援することで、高年齢者の就業機会の
増大と生きがいの充実、社会参加の促進を図る。



05 01 02 05 01 年 月 日

◇事業の指標（R4：重点戦略最終年度、R6：総合戦略・基本計画最終年度）

◇令和元年度の事業評価

・令和元年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

令和2年度 （管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）
001035000

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

高齢者福祉課 渡辺　貴史 令和 2 7 1

シルバー人材センター会員数（人） -  -2(2)ウ 20、122
年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値 4,500 4,500 4,565 4,590 4,615 4,640 4,665

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値 4,519 4,575

会員の就業率（％） 20、122
年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値 80 80 80 80 80 80 80

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値 76.3 77.8

契約金額（百万円）
年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値 1,717 1,736 1,754 1,771 1,789 1,807 1,825

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値 1,728 1,805

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

実績値

【R1-R4重点戦略項目 No.20、122】
定年退職後等において就業を通じて､労働能力を活用したいと望む健康な高齢者に､日常生活に密着した臨時
的・短期的な仕事の提供を行うことにより､高齢者の就業機会の増大と生きがいの充実に努めるとともに活力あ
る地域社会づくりに寄与することを目的とする公益社団法人浜松市シルバー人材センターの事業に要する経費
に対し、補助金を交付する。

指標の達成度

計画通り

定年退職後等において就業を通じて､労働能力を活用したいと望む健康な高齢者に､日常生活に密着した臨時
的・短期的な仕事の提供を行うことにより､高齢者の就業機会の増大と生きがいの充実に努めるとともに活力あ
る地域社会づくりに寄与することを目的とする公益社団法人浜松市シルバー人材センターの事業に要する経費
について補助金を交付した。



・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

現状 人工 現状

「浜松市外郭団体の設立及び運営に対する関与の基本方針」に基づき策定した「外郭団体コミットメント（計画期
間：平成29～令和元年度）」の進捗を管理し、公益社団法人浜松市シルバー人材センターの事業に要する経費
について補助金を交付した。

大項目 改善 小項目 その他 事業費

大項目 現状 小項目 - 事業費

現状 人工 現状

・「浜松市外郭団体の設立及び運営に対する関与の基本方針」に基づき策定した「外郭団体コミットメント（計画期
間：平成29～令和元年度）」に代わり作成する浜松市外郭団体評価書内にある事業の進捗を管理し、高齢者の
生きがいの充実、地域経済の活性化、経営の健全化を図る。



05 01 02 05 01 年 月 日

◇【R1～R4】事業工程表（No.：重点戦略項目No）

高齢者福祉課 渡辺　貴史 令和 2 7 1令和2年度 （管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）
001035000

補助シート （事業名） シルバー人材センター支援事業　　

No. R1 R2 R3 R4

20
・
122

公益社団法人浜松市シ
ルバー人材センターと
の連携強化

　・会員の増強と育成
　・就業機会の拡大と
    開拓

公益社団法人浜松市シ
ルバー人材センターと
の連携強化

　・会員の増強と育成
　・就業機会の拡大と
    開拓

公益社団法人浜松市シ
ルバー人材センターと
の連携強化

　・会員の増強と育成
　・就業機会の拡大と
    開拓

公益社団法人浜松市シ
ルバー人材センターと
の連携強化

　・会員の増強と育成
　・就業機会の拡大と
    開拓



05 01 02 06 年 月 日

（総合計画体系）

・

・

◇政策の概要

◇政策のコスト（千円）
予算
決算

人件費（A）
報酬（B）
年間経費(予算又は決算+A+B)

◇政策の指標

◇令和元年度の政策評価（政策の概要）

◇令和元年度の政策評価（政策の進捗・課題）

22,772

年度

実績

R2 R3

16,892

―

男73.48
女76.44

R1

男73.78
女76.74

R6

男73.98
女76.94

⑯平和⑩不平等

政策シート （政策名） すべての人が安心していきいきと暮らすことのできる地域福祉の推進

令和2年度

（予算費目名）

（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）
001053000

◇関連するSDGsのゴール

高齢者福祉課 渡辺　貴史 令和 2

③保健

10年後の目標 地域での支え合いの仕組みづくりが進んでいる。

7 1

介護保険事業特別会計

「分野」 健康・福祉

30年後の姿 支え合いによって、だれもが住み慣れた地域でいつまでも安心して暮らすことができる。

R1
14,760
10,349
5,880

16,229

病気の発症や重症化を予防することにより、健康寿命が延びている。

◆基本政策 人と人とのつながりをつくる社会の実現

R5R4R2

・健康寿命の延伸
・地域包括ケアシステムづくりの推進
・認知症対策の推進
・高齢者見守り・支援体制の拡充
・特別養護老人ホーム・介護付き有料老人ホームの整備の推進
・元気な高齢者が支援の必要な高齢者を支える新たな仕組みづくりの推進

R6R3

・健康寿命の延伸
・地域包括ケアシステムづくりの推進
・認知症対策の推進
・高齢者見守り・支援体制の拡充
・特別養護老人ホーム・介護付き有料老人ホームの整備の推進
・元気な高齢者が支援の必要な高齢者を支える新たな仕組みづくりの推進

＜進捗＞ 計画通り

第7次浜松市高齢者保健福祉計画・第6期介護保険事業計画（計画期間：平成30年度～令和2年度）の2年目と
して、計画に掲げた政策及び重点施策を着実に推進することができた。

R4

男73.88
女76.84

R5

お達者度の延伸
※静岡県発表　お達者度

健康寿命の延伸

厚生労働省　発表　健康寿命

政策指標

男19.27
女22.30

男19.17
女22.20

男73.58
女76.54

男73.68
女76.64

5,880

男19.07
女22.10

―

歳

歳

単位

実績

目標

実績
目標

男18.87
女21.90

男18.97
女22.00

目標

男19.37
女22.40
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◇政策実現のために実施する事業一覧

※人工単価（千円）正規7,000 再任用(h31)3,600 再任用(h26)2,600 会計年度任用職員（人事課予算）2,800

事業名
総
合
戦
略

重
点
戦
略

主
要
事
業

完
了

高齢者福祉課 渡辺　貴史 令和 7 1
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

001053000令和2年度 2

報酬
（千円）再任用

(31h)
再任用

(26h)
会計年度
（人事課）

コスト
（千円）

事業費
（千円）

人工

正規

22,772 16,892 0.8 0.1

2

1 介護保険事業

3

4

6

5

8

7

10

9

12

11

14

13

16

15

18

17

20

19

21

22

23

計 22,772 16,892 0.8

24

25

0.1
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◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇SDGsとの関連
・関連するゴール

・事業とゴールの関連性

7 1

事業シート （事業名） 介護保険事業

令和2年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

001035000 高齢者福祉課 渡辺　貴史 令和 2

高齢者が地域で自立した生活を送ることができるよう、「医療」「介護」「予防」「住まい」「生活支援」のサービスが
切れ目なく一体的に提供される「地域包括ケアシステム」づくりを推進する。

・包括的支援事業
　　虐待防止・困難事例対応事業（高齢者虐待の早期発見・早期対応のための体制づくりを行う。）
・任意事業
　　成年後見制度利用支援事業（認知症高齢者や虐待を受けている高齢者が円滑に成年後見制度の利用がで
     きるよう相談に応じるとともに、人権擁護の観点から市長申立の必要がある高齢者の支援を行う。）

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

事業費(千円) 予算 14,760 16,892

－ －

R1 R2 R3 R4 R5 R6

H18 － 特別会計 自治事務（法令義務）
介護保険法、高齢者虐待防止法、浜松市成年後見
制度に係る後見人等の報酬助成に関する要綱 －

決算 10,349

その他 84 2,297
市債

国・県支出 5,485 8,426

人件費(報酬等) (千円)
一般会計繰入金 2,595 2,808
一般財源 2,185 3,361

人工

正規 0.8 0.8
再任用(h31)

人件費　(千円) 5,880 5,880

会計年度任用職員(人事課予算) 0.1 0.1
再任用(h26)

②飢餓 ⑪都市

ゴール ターゲット ゴール ターゲット
①貧困 ⑩不平等 ○ 10.2、10.3

④教育 ⑬気候変動
③保健 ○ 3.8 ⑫生産・消費

⑥水・衛生 ⑮陸上資源
⑤ジェンダー ⑭海洋資源

⑧成長・雇用 ⑰実施手段
⑦エネルギー ⑯平和 ○ 16.1、16.2

⑨イノベーション

認知症高齢者や虐待を受けている高齢者が円滑に成年後見制度の利用ができるよう相談に応じるとともに、高
齢者虐待の早期発見・早期対応のため体制づくりを行うことで、高齢者福祉を促進する。
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◇事業の指標（R4：重点戦略最終年度、R6：総合戦略・基本計画最終年度）

◇令和元年度の事業評価

・令和元年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

令和2年度 （管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）
001035000

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

高齢者福祉課 渡辺　貴史 令和 2 7 1

成年後見制度利用支援　申立件数（件） -
年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値 16 18 20 26 32 38 44

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値 23 34

成年後見制度利用支援　報酬支払件数（件）
年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値 30 35 40 46 52 58 64

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値 37 47

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

実績値

・包括的支援事業
　　虐待防止・困難事例対応事業（高齢者虐待の早期発見・早期対応のための体制づくりを行う。）
・任意事業
　　成年後見制度利用支援事業（認知症高齢者や虐待を受けている高齢者が円滑に成年後見制度の利用がで
     きるよう相談に応じるとともに、人権擁護の観点から市長申立の必要がある高齢者の支援を行う。）

指標の達成度

計画通り

・【虐待防止・困難事例対応事業】
　高齢者虐待の早期発見・早期対応のための体制づくりを行った。
　　虐待防止支援対応・処遇改善検討会議の開催：6　回
　　虐待防止講演会の開催：1回
　　虐待防止連絡会の開催：1回
　　虐待防止担当者研修会の開催：2回
・【成年後見制度利用支援事業】
　認知症高齢者や虐待を受けている高齢者が円滑に成年後見制度の利用ができるよう相談に応じるとともに、人
権擁護の観点から市長申立の必要がある高齢者の支援を行った。
　　市長申立件数：34件　（目標値：18件）
　　成年後見人等報酬助成件数：47件　（目標値：35件）



・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

現状 人工 現状

・【虐待防止・困難事例対応事業】高齢者虐待防止担当者研修会の実施、高齢者虐待防止連絡会の開催、高齢
者虐待防止講演会の開催等による虐待防止に計画どおり取り組んだ。
・【成年後見制度利用支援事業】成年後見制度の利用に関する相談、市長申立の手続等の相談、後見人等の報
酬助成等の相談など、成年後見制度利用促進支援に計画どおり取り組んだ。

大項目 改善 小項目 協働・助成 収集・分析 事業費

大項目 現状 小項目 - 事業費

現状 人工 現状

・今後も認知症高齢者等の増加により虐待発生のリスクが見込まれるため、高齢者虐待の防止、早期発見なら
びに援助者のスキルアップを図る。
・必要な人に成年後見制度の利用が図れるよう、成年後見制度利用促進に向けての課題を整理し、支援のあり
方を検討していく。


